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「
旅
の
力
」を
世
界
の
隅
々
に
ま
で

大臣会合
「世界で最も選ばれる都市へ」
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「
旅
の
力
」を
世
界
の
隅
々
ま
で

世
界
１
３
６
カ
国
・
地
域
か
ら
１
４
４
１
企
業
・
団
体

来
場
者
数
は
過
去
最
高
の
20
万
人
突
破

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観
振
）、日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）は
９
月
20
日
か
ら

23
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）２
０
１
８
」を
開
催
し
ま
し
た
。５
回
目
を
迎
え
た
世
界
最
大
級
の〝
旅
の
祭

典
〞で
は
、第
２
回
Ｔ
Ｅ
Ｊ
観
光
大
臣
会
合
、各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
、展

示
商
談
会
な
ど
を
実
施
。世
界
１
３
６
カ
国・地
域
と
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
１
４
４
１
企
業・団

体
の
関
係
者
が
参
加
す
る
一
方
、会
期
中
の
来
場
者
は
20
万
７
３
５
２
人
と
、初
め
て
20
万
人
を

突
破
し
て
過
去
最
高
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
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開
会
式
で
主
催
団
体
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
田
川
博
己
会
長
は
、２
０
１
７
年
に

お
け
る
世
界
の
交
流
人
口
が
13
億
２
０
０
０
万
人

に
達
し
、テ
ロ
や
難
民
問
題
、保
護
主
義
の
台
頭
と

いっ
た
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ムへのマ
イ
ナ
ス
要
因
も
働

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
旅
の
力
」は
世
界
の
経
済・

社
会
に
及
ぼ
す
影
響
力
を
確
固
た
る
も
の
と
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。雇
用
創
出
や
地
方
創

生
への
貢
献
、国
際
的
な
相
互
理
解
の
増
進
と
世

界
平
和
の
実
現
に
も
資
す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、国

連
の「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）」に
果

た
す
役
割
は
大
き
い
と
い
う
認
識
を
示
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、田
川
会
長
は
日
本
国
内
で
発
生
す
る

様
々
な
自
然
災
害
に
も
言
及
し
、災
害
か
ら
の
復

興
を
支
え
る「
旅
の
力
」を
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
全

体
と
し
て
発
揮
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え

て
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
海
外
旅
行
者
数
２
０
０
０
万
人
達

成
が
目
前
に
迫
る
と
と
も
に
、順
調
な
増
加
が

続
く
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
も
４
０
０
０
万
人

の
大
台
を
視
野
に
捉
え
る
な
か
で
、双
方
向
交

流
６
０
０
０
万
人
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
今
、田
川
会
長
は「
国
際
観
光
の
牽
引
役
と

し
て
の『
責
任
』を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
、『
旅

の
力
』を
世
界
の
隅
々
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
た
い
」と
語
り
、

〝W
ork for Better W

orld

〟の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

日
本
を
真
に
世
界
に

開
か
れ
た
国
に

　

開
会
式
に
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
石
井
啓
一

国
土
交
通
大
臣
は
、２
０
１
７
年
に
前
年
比
７
％

増
を
記
録
し
た
国
際
観
光
旅
客
数
が
８
年
連
続

で
プ
ラ
ス
成
長
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
観

光
は
経
済
だ
け
で
な
く
、社
会
共
生
や
環
境
保

護
、文
化・平
和・安
全
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

で
あ
り
、今
後
も
、こ
の
成
長
を
継
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
１
７
年
に
お
け
る
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
が
過
去
最
高
の
２
８
６
９
万
人
に
達
し
、

旅
行
消
費
額
も
４
兆
４
１
６
２
億
円
と
、自
動

車
や
化
学
製
品
の
輸
出
額
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
言
及
。同
時
に「
日
本
人
の
海
外

旅
行
者
も
、２
０
１
７
年
は
前
年
比
４・５
％
増
の

１
７
８
８
万
人
と
な
り
、明
る
い
兆
し
が
見
え
て

き
て
い
る
」と
指
摘
し
て
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場

の
活
性
化
への
期
待
も
に
じ
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
石
井
大
臣
は
政
府
と
し
て
観
光
先
進
国
を
目

指
す
う
え
で
、訪
日
イ
ンバ
ウ
ン
ド
の
拡
大
と
と
も

に
、日
本
人
自
身
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に

海
外
へ
出
か
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
こ

と
を
表
明
。「
諸
外
国
と
の
双
方
向
の
交
流
に
よ

り
、相
互
理
解
を
深
め
、日
本
を
真
に
世
界
に
開

か
れ
た
国
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
語
り
、海

外
旅
行
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
意
欲
を
示

し
て
い
ま
す
。

TEJ 観光大臣会合の様子。活発な論議が交わされました

田川博己 JATA会長 石井啓一国土交通大臣
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「
観
光
で
地
域
創
成
を
！
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
基
調
講
演
で
は
、国
連
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
）の
ズ
ラ
ブ・ポ
ロ
リ
カ
シュヴ
ィ
リ
事
務
局

長
と
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

の
グ
ロ
リ
ア・ゲ
バ
ラ
理
事
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
登
壇
し

ま
し
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ポ
ロ
リ
カ
シュヴ
ィ
リ
事
務
局
長

は
、国
連
に
よ
る「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

２
０
３
０
ア
ジェン
ダ
」に
示
さ
れ
た
17
の
持
続
開

発
目
標
が「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
将
来
に
とって
の
青
写

真
と
な
る
」と
指
摘
。「
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
経
済
的
責

任
と
よ
り
良
い
生
活
と
機
会
の
提
供
と
い
う
役
割

に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
」と
訴
え
、①
イ
ノベ
ー
ション
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
への
投
資
を
通
じ
た
マ
イ
ナ
ス
影
響
の
管

理
強
化
、②
イ
ノベ
ー
タ
ー
で
雇
用
を
創
出
し
て
い

る
中
小
旅
行
会
社
や
起
業
家
の
支
援
、③
多
く
の

良
い
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
や
実
地
教

育
の
改
善
、な
ど
に
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
ゲ
バ
ラ
理
事
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
基
調

講
演
で
、「
チ
ャンス
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
両
方
に
直
面

し
て
い
る
」と
い
う
認
識
を
示
し
、①
空
港
運
営

や
入
国
管
理
制
度
な
ど
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
、②
自
然
災
害
を
は
じ
め
様
々
な
危
機
へ

の
備
え
と
対
策
、③
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な

成
長
の
促
進
、を
重
点
的
な
戦
略
と
位
置
づ
け
、

行
政
に
対
し
て
も「
住
民
だ
け
で
な
く
、地
域
を

訪
れ
る
旅
行
者
の
受
け
入
れ
も
考
慮
し
た
イ
ンフ

ラ
整
備
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
に
取
り
組
む
べ

き
」と
語
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
Ｔ
Ｅ
Ｊ
観
光
大
臣
会
合
に
は
、12
カ
国

か
ら
の
観
光
大
臣
な
ど
観
光
行
政
ト
ッ
プ
と
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
４
つ
の
国

際
観
光
組
織・団
体
の

代
表
に
加
え
、観
光

庁
の
田
端
浩
長
官
と

東
京
都
の
小
池
百
合

子
知
事
も
出
席
し
、

持
続
可
能
な
観
光
開

発
の
取
り
組
み
事
例

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ベ
ル

ナ
デ
ッ
ト・ロ
ム
ロ・プ

ヤ
ッ
ト
観
光
大
臣
は
、

「
人
気
の
高
い
観
光

地
ほ
ど
、自
然
環
境

や
文
化
財
へ
の
影
響

が
大
き
く
、そ
の
魅

力
が
損
な
わ
れ
て
し

ま
え
ば
、ツ
ー
リ
ズ
ム
の
持
続
的
発
展
を
維
持
で

き
な
く
な
る
」と
強
調
。ボ
ロ
カ
イ
島
を
半
年
間

に
わ
たって
ク
ロ
ー
ズ
し
、自
然
環
境
の
回
復
を
図

る
と
い
う
大
胆
な
政
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

33
万
人
の
人
口
に
対
し
て
６
倍
以
上
の

２
０
０
万
人
に
及
ぶ
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ソ
ル
デ
ィ
ス・コル
ブ
ル
ン・

レ
イ
ク
フョル
ド・ギ
ル
バ
ド
ッテ
ィ
ル
観
光
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョン
大
臣
は
、「
地
域
に
負
荷
が
か
か
り

す
ぎ
た
ら
観
光
開
発
は
不
可
能
と
な
る
。量
よ

り
質
を
求
め
る
べ
き
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
ダ
ン
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ア
ブ
ド
・
ガ
ー

デ
ィ
ル・ダ
ミ
ン
観
光・古
代
お
よ
び
野
生
動
物
省

副
大
臣
も
、「
地
域
のニ
ー
ズ
に
応
え
、自
然
環
境

や
文
化
財
を
保
全
す
る
適
切
な
開
発
を
進
め
る

に
は
、地
域
社
会
の
関
与
が
不
可
欠
」と
強
調
し

ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
に
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カップ
が
開
か
れ
る
の
に
続
き
、2
0
2
0
年
の
オ

リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピック
の
開
催
地
と
な
る
東

京
都
の
小
池
知
事
は
、「
さ
ら
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
て
、共
生
社
会
を
進
展
さ
せ
る
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、観
光
資
源
の
多
様
化
に
も
取
り
組

み
、世
界
で
最
も
選
ば
れ
る
都
市
を
目
指
す
」と

決
意
を
示
し
ま
し
た
。

観光庁の田端浩長官東京都の小池百合子知事

アイスランドのソルディス・コルブルン・レイクフョ
ルド・ギルバドッティル観光産業イノベーション大臣

スーダンのグラハム・アブド・ガーディル・ダミ
ン観光・古代および野生動物省副大臣

ズラブ・ポロリカシュヴィリUNWTO事務局長

グロリア・ゲバラWTTC理事長兼CEO

持
続
開
発
目
標
が

将
来
へ
の
青
写
真

｢

世
界
で
最
も
選
ば
れ
る

都
市｣

へ

基
調
講
演

Ｔ
Ｅ
Ｊ
観
光
大
臣
会
合
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開
会
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
第
４
回「
ジ
ャ
パ

ン・ツ
ー
リ
ズ
ム・ア
ワ
ー
ド
」の
表
彰
式
で
は
、大

賞
、優
秀
賞
、エ
ク
セ
レ
ン
ト・パ
ー
ト
ナ
ー
賞
に
加

え
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
特
別
賞
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
特
別
賞
、

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
倫
理
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
登
壇
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り『
真
白
き
世
界
に
隠
さ
れ
た
知
恵
に
出
会

う
』」で
大
賞
を
受
賞
し
た
一
般
社
団
法
人
雪
国

観
光
圏
は
、雪
国
文
化
を
ブ
ラ
ン
ド
の
軸
と
し
て
、

複
数
の
市
町
村
を
回
遊
す
る
新
た
な
需
要
の
開

拓
を
推
進
。持
続
可
能
な
地
域
経
営
の
取
り
組

み
で
成
果
を
挙
げ
て
い
る
点
、明
確
な
顧
客
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
、顧
客
ニ
ー
ズ
に
マッ
チ
し
た
商

品
開
発
や
品
質
管
理
な
ど
を
徹
底
し
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
国
観
光
圏
の
井
口
智
裕
代
表
理
事
は
、「
広

域
で
の
取
り
組
み
は
大
変
な
困
難
が
伴
う
も
の

の
、１
０
０
年
後
も『
雪
国
』で
あ
り
た
い
と
い
う

思
い
を
持
った
メ
ンバ
ー
を
中
心
に
、10
年
間
続
け

て
き
た
こ
と
が
雪
国
観
光
圏
の
強
み
で
あ
る
」と

受
賞
コメ
ン
ト
の
中
で
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）

２
０
１
８
」の
参
加
者・関
係
者
ら
が
一
堂
に
会
し

た
ウェル
カ
ム・レ
セ
プ
シ
ョン
で
は
、日
本
政
府
観

光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）の
清
野
智
理
事
長
が
冒
頭
で

こ
の
夏
に
日
本
を
見
舞
った
地
震
と
豪
雨
災
害
に

対
す
る
世
界
各
国
か
ら
の
支
援
に
謝
意
を
表
明
。

さ
ら
に
、来
賓
と
し
て
挨
拶
し
た
石
井
啓
一
国
土

交
通
大
臣
は
、「
国
際
観
光
交
流
に
は
、経
済
活

性
化
だ
け
で
な
く
、相
互
理
解
の
促
進
や
外
国
人

目
線
に
よ
る
地
域
の
魅
力
再
発
見
と
い
う
重
要

な
意
味
が
あ
る
」と
指
摘
。「
海
外・国
内・訪
日
の

旅
行
関
係
者
が
集
う
世
界
最
大
級
の〝
旅
の
祭

典
〟で
あ
る
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
が
、観
光
先
進
国
の

実
現
に
資
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
た
い
」と
語って
い
ま
す
。

　

全
国
旅
行
業
協
会（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）会
長
を
務
め

る
自
民
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長
も
会
場
に
駆
け

つ
け
、「
観
光
振
興
の
た
め
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
レ
セ
プ
シ
ョン
に
は
菅
義
偉
内
閣
官

房
長
官
か
ら
も
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
、そ
の
中
で

「
自
然
災
害
か
ら
早
期
に
復
旧
し
、多
く
の
人
々

が
日
本
の
津
々
浦
々
を
訪
れ
、地
域
も
元
気
に
な

る
よ
う
政
府
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
」と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
主
催
者
記
者

会
見
で
、Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
実
行
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る
田
川
博
己
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、「
海

外・国
内・訪
日
の『
三
位
一
体
』型
総
合
観
光
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
の
完
成
形
を
お
見
せ
す
る
」と
説
明
。

「
観
光
で
地
域
創
生
を
！
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
意
義
や
展
示
商
談
会
に
よ
る
地
域

への
誘
客
効
果
を
生
み
出
す
イ
ベン
ト
と
す
る
決

意
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、「
観
光
に
よ
る
災

害
復
興
」が
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
果
た
す
べ
き
大

き
な
役
割
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
、被
災
地
へ

の
送
客
が
復
興
への
応
援
に
な
る
と
い
う
考
え
方

を
改
め
て
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
会
見
に
同
席
し
た
国
連
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
）の
ズ
ラ
ブ・ポ
ロ
リ
カ
シュヴ
ィ
リ
事
務
局

長
は
、ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
イ

ノ
ベ
ー
ション
を
活
用
す
る
こ
と
も
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

優
先
課
題
と
なって
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
具
体
的
な
戦
略
の
展
開
に
お
い
て
、

日
本
は
必
ず
や
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
って
く

れ
る
だ
ろ
う
」と
述
べ
、Ｔ
Ｅ
Ｊ
の
成
果
に
も
大
き

な
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

　
田
川
会
長
は
、Ｔ
Ｅ
Ｊ
が
来
年
、大
阪
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
つい
て
、「
観
光
交
流
に
よ
る
地
域

創
生
の
効
果
を
全
国
に
波
及
さ
せ
た
い
」と
意
欲

を
表
明
し
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
大
賞

石
井
国
交
相
が
Ｔ
Ｅ
Ｊ
に

「
大
き
な
期
待
」

観
光
交
流
に
よ
る
地
方
創
生
の

効
果
を
全
国
に
波
及

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

主
催
者
会
見

第 4回「ジャパン・ツーリズム・アワード」受賞者の皆さん

自民党の二階俊博幹事長

JNTOの清野智理事長

主催者会見後のフォトセッションに臨む主催 3団体トップとポロリカシュヴィ
リUNWTO事務局長（右から 2人目）
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　「
持
続
可
能
な
観
光
〜
ア
ジ
ア
が
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
」
が
３
カ
年
テ
ー
マ
の
ア
ジ
ア
・

ツ
ー
リ
ズ
ム・
ビ
ジ
ネ
ス・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域
の
調
和

に
向
け
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

本
年
の
テ
ー
マ
と
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

〇
基
調
講
演

テ
ー
マ
：「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
世
界
的
な
最
新
動
向
と
課
題
」 

登
壇
者
：
グ
レ
ア
ム・
ミ
ラ
ー
教
授
（
和

歌
山
大
学 

特
別
主
幹
教
授
、
国
際

観
光
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長

／
英
国
サ
リ
ー
大
学 

文
学
部
・
人
文

学
部 

学
部
長
）

〇
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

テ
ー
マ：「
持
続
可
能
性
に
向
け
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
観
光
地
へ
の

過
密
を
管
理
し
、
持
続
可
能
な
観
光

の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る
に
は
？
」

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究

所 

高
松
正
人
上
席
研
究
理
事

パ
ネ
リ
ス
ト
：
門
川
大
作 

京
都
市
長

／
西
日
本
鉄
道
自
動
車
事
業
本
部 

安
田
堅
太
郎
営
業
企
画
部
長
／
太
平

洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会
（
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
） マ

リ
オ
・
ハ
ー
デ
ィ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

〇
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

テ
ー
マ
：「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
と

地
域
社
会
の
暮
ら
し
や
す
さ
〜
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
域
社
会
の
持
続

的
な
成
長
を
支
え
る
」

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
グ
レ
ア
ム
・
ミ
ラ
ー
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト
：
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
芸
術
文
化

省 

ダ
ト
ゥ
・
ラ
シ
デ
ィ
・
ハス
ブ
ラ
事
務
次
官

／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ

ン 

パ
ラ
ス
・
ル
ー
ン
バ
創
設
者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
気

仙
沼
商
工
会
議
所 

菅
原
昭
彦
会
頭

　
総
合
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
高
松
氏
は
、

総
括
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、「
地
域
に
育
ま
れ
る
調

和
と
誇
り
に
よ
る
観
光
の
継
続
的
発
展
こ

そ
、
持
続
可
能
な
観
光
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
」

と
強
調
。
ミ
ラ
ー
教
授
は
、
各
セ
ッ
シ
ョン
で

報
告
さ
れ
た
共
通
事
例
が
「
地
域
の
目
指

す
ビ
ジ
ョン
が
明
白
」で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、

「
若
年
層
の
雇
用
や
流
出
人
口
の
圧
縮
な
ど
、

地
域
の
最
も
重
要
な
課
題
か
ら
取
り
組
む
べ

き
」と
指
摘
し
ま
し
た
。
ハ
ー
デ
ィ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、

マ
イ
ク
ロ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染

の
個
別
事
例
を
取
り
上
げ
、「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
に

と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
で
、
官
民
協
力
や
学

校
で
の
啓
発
活
動
な
ど
、
危
急
の
対
策
が
必

要
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

内
外
か
ら
登
壇
し
た

旅
行
産
業
関
係
者
ら
が
議
論

55
セ
ミ
ナ
ー
に
約
３
０
０
０
人
が
参
加

　「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）
２
０
１
８
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、「
海
外
旅
行
」「
デ
ジ
タ
ル・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ト
ラ
ベ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
各
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
活
発

な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
」
会
期
中
の
９
月
20
日
・
21
日
、

業
界
日
限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ

ミ
ナ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
業
界
関
係
者
の
経
験
値
に
深
み
や
厚
み
を

加
え
る
べ
く
企
画
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
は
55
に
も
及
び
、
約
３
０
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

2018
ツーリズム・プロフェッショナル・セミナー＆
アジア・ツーリズム・ビジネス・リーダーズ・フォーラム

2018
テーマ別シンポジウム

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー

アジア・ツーリズム・ビジネス・リーダーズ・フォーラム

アジア・ツーリズム・ビジネス・リーダーズ・
フォーラムの様子
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「
２
０
３
０
年
双
方
向
交
流

９
０
０
０
万
人
時
代
に
向
け
、日
本
人
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
潜
在
力
に
つ
い
て

確
認
す
る
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で

は
、
基
調

講
演
「
日

本
人
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
展
望
～
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
拡
大
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
成
長
を
促

す
」で
稲
岡
氏
が
登
壇
し
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
の
拡
大
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

日
本
市
場
で
の
供
給
航
空
座
席
の
増
加
、

Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術
の
活

用
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
と
し
て
の
近
隣

諸
国
の
活
性
化
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
い
う
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

同
氏
も
パ
ネ
リ
ス
ト
に
加
わ
っ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
は
、壇
原
氏
が
創

業
以
来
の
主
要
市
場
で
あ
る
欧
州
に
加

え
て
ア
ジ
ア
市
場
への
取
り
組
み
も
強
化

し
て
い
る
事
業
展
開
も
踏
ま
え
、「
日
本

の
旅
行
業
界
で
も
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
活
用
を
進

め
れ
ば
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大

も
加
速
す
る
」と
訴
え
ま
し
た
。權
氏
も

「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
積
極
的
に
利
用
し
て
販
売

の
拡
大
を
図
る
」重
要
性
を
指
摘
す
る

と
同
時
に
、滑
走
路
の
延
長
や
空
港
施
設

の
拡
充
、空
港
運
営
時
間
の
弾
力
的
運

用
な
ど
を
通
じ
て
地
方
空
港
へ
の
国
際

路
線
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
も
イ
ン・ア

ウ
ト
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
に
求
め
ら

れ
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ

に
掲
げ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
の
執
行
役
員
で
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
本
部

Ｉｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
部
長
を
務
め
る
谷
直
樹

氏
が
基
調
講
演
を
行
い
、Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー

や
Ａ
Ｉ
運
行
バ
ス
な
ど
の
事
例
を
紹
介
。

利
用
者
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
予
測
に
よ
る

移
動
最
適
化
が
利
用
者
増
加
と
混
雑

緩
和
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後

は
、A
I
な
ど
を
活
用
し
た
イ
ノベ
ー
ショ

ン
が
観
光

利
用
用
途

の
み
な
ら

ず
、生
活

利
用
用
途

と
し
て
も

地
域
の
活

性
化
を
も

た
ら
す
と

い
う
見
通

し
を
明
ら

か
に
し
ま

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カッ
シ
ョン
で
は
、瀧
氏
に

よ
る
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て

い
る
岐
阜
県・下
呂
温
泉
の
事
例
紹
介
に

基
づい
て
、議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

牧
野
氏
が「
デ
ジ
タ
ル
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
精
査
し
て
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
し
た
上
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
指
摘
す
る
一

方
、谷
口
氏
は
、宿
泊
在
庫
の
提
供
が
海

外
に
比
べ
て
遅
く
、泊
食
分
離
な
ど
の
課

題
も
抱
え
る
実
状
を
踏
ま
え
、「
デ
ジ
タ

ル・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
積
極
的
に
取
り
込

ま
な
け
れ
ば
、市
場
の
趨
勢
に
取
り
残
さ

れ
る
」と
警
告
。吉
田
氏
は
、「
リ
ア
ル
の

旅
行
会
社
への
訴
求
や
海
外
で
の
旅
行
イ

ベン
ト
への
出
展
な
ど
も
重
要
」と
語
り
、

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

配
慮
も
求
め
て
い
ま
す
。

　
「
ラ
グ
ジュア
リ
ー・ト
ラ
ベル
の
訪
日
促

進
に
向
け
て
」を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、柏
木
氏
が
基
調
講
演
で「
消

費
額
の
大
き
さ
が
注
目
さ
れ
る
富
裕
層

は
、新
た
な
ト
レ
ン
ド
セッ
タ
ー
に
も
な
り

得
る
」と
い
う
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
は〝
富
裕

層
〟と
い
う
言
葉
で
括
ら
れ
る
ラ
グ
ジュア

リ
ー
市
場
に
つい
て
、金
に
糸
目
を
つ
け
な

い「
オ
ー
ル
ラ
グ
ジュア
リ
ー
」、優
先
順
位

を
意
識
す
る「
セ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ラ
グ
ジ
ュア

リ
ー
」、快
適
性
の
高
さ
を
求
め
る「
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
グ
ジ
ュア
リ
ー
」、本
物
体
験
を

志
向
す
る「
モ
ダ
ン
ラ
グ
ジ
ュア
リ
ー
」と

いっ
た
セ
グ
メ
ン
ト
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

に
着
目
し
、議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
野
氏
が「
ア
ラ
ブ
系
は
オ
ー
ル
ラ
グ

ジ
ュア
リ
ー
が
主
流
で
、M
B
A
取
得
者

の
多
い
欧
米
系
は
セ
レ
ク
テ
ィ
ブ
」と
地

域
特
性
を
指
摘
す
る
一
方
、今
泉
氏
は
、

日
本
市
場
で
の
課
題
と
し
て「
言
葉
と
交

通
に
不
安
感
を
持
つ
傾
向
が
あ
る
」こ
と

を
紹
介
。村
木
氏
は
、今
後
の
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
立
場
か
ら
、そ
の

経
験
も
踏

ま
え
て「
点

を
固
め
た

う
え
で
面

に
広
げ
て

い
く
の
が

D
M
O
」

と
語
り
、そ

の
役
割
を

強
調
し
ま

し
た
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
航
空
新
聞
社 
石
原

義
郎
取
締
役
編
集
長

パ
ネ
リ
ス
ト
：
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所 

稲
岡
研
士
取
締
役
副
社
長
／
ミ
キ
・

ツ
ー
リ
ス
ト 

檀
原
徹
典
代
表
取
締
役
社

長
／
ハ
ナ
ツ
ア
ー 

權
相
鎬
常
務
理
事

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
ト
ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス 

鶴

本
浩
司
代
表
取
締
役
社
長

パ
ネ
リ
ス
ト
：
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

室 

吉
田
憲
司
室
長
／
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
地
方
創
生
推
進
室 

谷

口
紀
泰
室
長
／
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

牧
野
友
衛
代
表
取
締
役
／
下
呂
温
泉
観

光
協
会 

瀧
康
洋
会
長

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
） 

柏
木
隆
久
理
事

パ
ネ
リ
ス
ト
：
ク
リ
ル
・
プ
リ
ヴ
ェ 

高

野
雅
臣
創
業
者
＆
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／Intheory 

村
木
智
裕
代
表
取
締
役
（
せ
と
う
ち
観

光
推
進
機
構 

外
部
人
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

／
レ
・
ク
レ
ド
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン 

今
泉
愛
子

バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
（
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ

ア
ッ
ト
東
京 

チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェル
ジ
ュ
）

海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

デ
ジ
タ
ル・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー・ト
ラ
ベ
ル・

マ
ー
ケ
ッ
ト・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

海外旅行シンポジウムの登壇者
航空新聞社石原取締
役編集長

トラベルボイス鶴本
代表取締役社長

JNTO柏木理事

デジタル・マーケティング・シンポジウムの様子

ラグジュアリー・トラベル・マーケット・シンポジウム



　「
持
続
可
能
な
観
光
〜
ア
ジ
ア
が
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
」
が
３
カ
年
テ
ー
マ
の
ア
ジ
ア
・

ツ
ー
リ
ズ
ム・
ビ
ジ
ネ
ス・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域
の
調
和

に
向
け
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

本
年
の
テ
ー
マ
と
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

〇
基
調
講
演

テ
ー
マ
：「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
世
界
的
な
最
新
動
向
と
課
題
」 

登
壇
者
：
グ
レ
ア
ム・
ミ
ラ
ー
教
授
（
和

歌
山
大
学 

特
別
主
幹
教
授
、
国
際

観
光
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長

／
英
国
サ
リ
ー
大
学 

文
学
部
・
人
文

学
部 

学
部
長
）

〇
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

テ
ー
マ：「
持
続
可
能
性
に
向
け
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
観
光
地
へ
の

過
密
を
管
理
し
、
持
続
可
能
な
観
光

の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る
に
は
？
」

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究

所 

高
松
正
人
上
席
研
究
理
事

パ
ネ
リ
ス
ト
：
門
川
大
作 

京
都
市
長

／
西
日
本
鉄
道
自
動
車
事
業
本
部 

安
田
堅
太
郎
営
業
企
画
部
長
／
太
平

洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会
（
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
） マ

リ
オ
・
ハ
ー
デ
ィ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

〇
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

テ
ー
マ
：「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
と

地
域
社
会
の
暮
ら
し
や
す
さ
〜
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
域
社
会
の
持
続

的
な
成
長
を
支
え
る
」

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
グ
レ
ア
ム
・
ミ
ラ
ー
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト
：
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
芸
術
文
化

省 

ダ
ト
ゥ
・
ラ
シ
デ
ィ
・
ハス
ブ
ラ
事
務
次
官

／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ

ン 

パ
ラ
ス
・
ル
ー
ン
バ
創
設
者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
気

仙
沼
商
工
会
議
所 

菅
原
昭
彦
会
頭

　
総
合
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
高
松
氏
は
、

総
括
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、「
地
域
に
育
ま
れ
る
調

和
と
誇
り
に
よ
る
観
光
の
継
続
的
発
展
こ

そ
、
持
続
可
能
な
観
光
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
」

と
強
調
。
ミ
ラ
ー
教
授
は
、
各
セ
ッ
シ
ョン
で

報
告
さ
れ
た
共
通
事
例
が
「
地
域
の
目
指

す
ビ
ジ
ョン
が
明
白
」で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、

「
若
年
層
の
雇
用
や
流
出
人
口
の
圧
縮
な
ど
、

地
域
の
最
も
重
要
な
課
題
か
ら
取
り
組
む
べ

き
」と
指
摘
し
ま
し
た
。
ハ
ー
デ
ィ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、

マ
イ
ク
ロ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染

の
個
別
事
例
を
取
り
上
げ
、「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
に

と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
で
、
官
民
協
力
や
学

校
で
の
啓
発
活
動
な
ど
、
危
急
の
対
策
が
必

要
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

内
外
か
ら
登
壇
し
た

旅
行
産
業
関
係
者
ら
が
議
論

55
セ
ミ
ナ
ー
に
約
３
０
０
０
人
が
参
加

　「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）
２
０
１
８
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、「
海
外
旅
行
」「
デ
ジ
タ
ル・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ト
ラ
ベ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
各
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
活
発

な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
」
会
期
中
の
９
月
20
日
・
21
日
、

業
界
日
限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ

ミ
ナ
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
業
界
関
係
者
の
経
験
値
に
深
み
や
厚
み
を

加
え
る
べ
く
企
画
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
は
55
に
も
及
び
、
約
３
０
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

2018
ツーリズム・プロフェッショナル・セミナー＆
アジア・ツーリズム・ビジネス・リーダーズ・フォーラム

2018
テーマ別シンポジウム

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー

アジア・ツーリズム・ビジネス・リーダーズ・フォーラム

アジア・ツーリズム・ビジネス・リーダーズ・
フォーラムの様子
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観
光
庁
、環
境
省
、文
化
庁
、ス
ポ
ー

ツ
庁
の
４
省
庁
合
同
で
初
め
て
行
わ
れ

た
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
文
化
」、「
自

然
」、「
ス
ポ
ー
ツ
」の
３
つ
の
要
素
を
地
域

固
有
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
掛
け
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、「
地
域
の
活
性
化
」、「
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
」に
つ
な
がって
い
く
と

いった
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
地
の
事
例
の
紹
介
も
行
わ
れ

ま
し
た
。一
般
社
団
法
人
し
ま
な
み
ジ
ャ

パ
ン
の
合
田
省
一
郎
専
務
理
事
は
、尾
道

と
今
治
と
い
う
瀬
戸
内
海
を
挟
ん
だ
広

域
連
携
の
成
果
を
強
調
。一
般
社
団
法

人
信
州
いい
や
ま
観
光
局
の
柴
田
さ
ほ
り

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
室
長
は
、北
陸
新
幹

線
延
伸
を
受
け
た
9
市
町
村
に
よ
る
広

域
P
R
の
取
り
組
み
を
紹
介
。伊
勢
志

摩
国
立
公
園
エコツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
の
江
崎
貴
久
会
長
は
、国
立
公
園
の
自

然
を
生
か
し
た
海
女
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
約
40
社
が
提
供
し
、地
域
資
源
の

活
用
が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
松
本
大
学
の

佐
藤
博
康
名
誉
教
授
は
、文
化
庁
や
環

境
省
が
文
化
財
や
自
然
資
源
の
保
存・保

全
や
維
持
を
図
る
た
め
に
、利
活
用
を
通

し
て
の
価
値
観
の
共
有
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
っ
た
と
指
摘
。文
化
庁
の
豊
城

浩
行・文
化
財
鑑
査
官
は
、「
文
化
財
や

建
造
物
を
大
切
に
し
過
ぎ
て
、地
域
に

溶
け
込
ん
で
い
な
かっ
た
」と
振
り
返
り
、

「
利
活
用
を
通
し
地
域
と
融
合
し
た
魅

力
の
再
発
信
を
」と
語
り
ま
し
た
。

　

環
境
省
自
然
環
境
局
国
立
公
園
課
国

立
公
園
利
用
推
進
室
の
谷
垣
佐
智
子
室

長
補
佐
は
、「
日
本
の
国
立
公
園
は
暮
ら

し
の
中
に
あ
る
の
が
特
徴
」と
指
摘
。「
地

域
が
元
気
で
な
け
れ
ば
国
立
公
園
は
成

り
立
た
な
い
」と
訴
え
、「
物
語
の
あ
る
自

然
」を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
考
え
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
の
ブ
ロ
ガ
ー
で
あ
る
パ
ナ
ー
ラ
ッ

ト・キ
ャッ
ト
さ
ん
が「
英
語
の
看
板
や
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
多
言
語
化
が
増
え
て
い

る
」と
評
価
す
る
一
方
、A
N
A
セ
ー
ル

ス
海
外
旅
行
商
品
部
の
ヴ
ェン
セ
ッ
ク・ギ

ヨ
ー
ム
さ
ん
は
、「
日
本
人
目
線
で
は
な

く
、外
国
人
目
線
で
ツ
ア
ー
を
つ
く
って
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
の
徳
永
誠

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、訪
日

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
激
な
拡
大
に
よ
り
交

流
人
口
が
増
え
る
中
で
、多
民
族
共
生

社
会
と
し
て
の
日
本
が
問
わ
れ
て
い
る

と
指
摘
。千
葉
市
と
協
働
モ
デ
ル
を
探

り
、「
民
族・言
語・宗
教
な
ど
様
々
な
価

値
観
の
共
生
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
研
修

旅
行
を
実
施
し
た
」と
説
明
。こ
れ
を
受

け
、千
葉
市
経
済
農
政
局
経
済
部
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
課
の
小
亀
さ
お
り
氏
は
、

千
葉
市
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策「
ム
ス
リ
ム

と
友
達
に
な
ろ
う
大
作
戦
」を
実
施
し
、

同
市
に
滞
在
す
る
ム
ス
リ
ム
系
の
人
々
が

１
６
５
％
増
加
し
た
こ
と
を
紹
介
。さ
ら

に
神
田
外
語
大
学
の
市
川
透
国
際
交
流

課
長
は
、産
官
学
課
題
解
決
型
の
マ
レ
ー

シ
ア
研
修
に
つ
い
て
、語
学
だ
け
で
は
な

い
、現
地
の
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
ビ
ジ

ネ
ス
を
学
び
、研
究
活
動
を
行
う
意
義

を
強
調
し
て
い
ま
す
。研
修
に
参
加
し

た
学
生
た
ち
も
、「
互
い
の
文
化
を
尊
重

し
て
共
存
す
る
多
民
族
社
会
に
感
動
し

た
」と
発
表
。「
物
事
を
多
面
的
に
見
る

こ
と
の
大
切
さ
」を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
自
然
」×「
文
化
」×「
ス
ポ
ー

ツ
」の
融
合
に
よ
る

観
光
先
進
国
へ
の
挑
戦
！

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
／
文
化
庁
、環
境
省

の
挑
戦
！「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
な
日
本

の
宝 

日
本
遺
産
、国
立
公
園

で
観
光
先
進
国
を
目
指
す
」

地
元
主
導
の
動
き
を

行
政
が
サ
ポ
ー
ト

文
化
財
・
自
然
資
源
の

利
活
用
に
よ
る
保
全
の
時
代
へ

双
方
向
の
交
流
拡
大
と
若
者
の

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
活
性
化

［
千
葉
×
マ
レ
ー
シ
ア
連
携
事
業
］

「
多
民
族
共
生
社
会
」
を

現
地
研
修
で
学
ぶ



「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）２
０
１
８
」の
商
談
会
は
、今
年
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
と
セ
ラ
ー

が
各
出
展
ブ
ー
ス
で
商
談
を
行
う
展
示
商
談
会
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
精
度
も
高
ま
っ
て
、Ｂ
to
Ｂ
機
能
も
強
化
さ
れ
た
展
示
商
談
会
で
は
、
登
録
さ

れ
た
バ
イ
ヤ
ー
数
と
セ
ラ
ー
数
、
商
談
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
４
１
４
人
（
前
年
比
32
％
増
）、
８
９

０
人
（
同
31
％
増
）、
７
４
５
０
件
（
同
８
％
増
）
と
、
い
ず
れ
も
前
年
実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。

2018 ブースグランプリ 2018 展示商談会

Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
ブ
ー
ス
グ
ラ
ン
プ
リ

大
賞
は
韓
国
観
光
公
社

前
年
上
回
る
商
談
件
数

展
示
商
談
会
で
Ｂ
to
Ｂ
機
能
も
強
化

　「
見
つ
け
よ
う
。旅
の『
新
し
い
カ
タ

チ
』。」「
創
ろ
う
。ツ
ー
リ
ズ
ム
の『
新
し
い

カ
タ
チ
』。」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２

０
１
８
で
は
、国
内
展
示
会
場
で
全
国
各

地
に
広
が
る「
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
カ
タ

チ
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る「
産
業
観
光
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」な
ど
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
が
設
定

さ
ま
し
た
。ま
た
、海
外
展
示
会
場
で
も

「
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
留
学
」な
ど
の
テ
ー

マ
ゾ
ー
ン
を
設
け
、旅
の
プ
ロ
な
ら
で
は
の

視
点
か
ら
旅
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
新
し
い
カ

タ
チ
」を〝
見
え
る
化
〞す
る
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
ま
し
た
。会
期
中
に
過
去
最
高
の
20

万
人
以
上
の
来
場
者
を
集
め
た
Ｔ
Ｅ
Ｊ

２
０
１
８
を
通
じ
て
、新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

か
ら
海
外
旅
行
と
国
内
・
訪
日
旅
行
の

魅
力
が
４
日
間
に
わ
た
っ
て
発
信
さ
れ
、

大
き
な
賑
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た

「
テ
ー
マ
別
ゾ
ー
ン
」
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臨
場
感
の
伴
う
商
談
が
可
能
に

　
日
本
旅
行
の
赤
い
風
船
東
日
本
営
業
部
で
商

品
企
画
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
笹
谷
将
樹
氏
は
、

展
示
商
談
会
に
つい
て
、「
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
素
材

や
情
報
な
ど
が
ブ
ー
ス
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、映

像
や
写
真
な
ど
を
見
な
が
ら
話
が
で
き
る
の
で
、

デ
ス
ク
で
行
う
商
談
に
比
べ
臨
場
感
を
伴
って
話

が
で
き
た
」と
評
価
。所
属
チ
ー
ム
が
首
都
圏
近

郊
エ
リ
ア
を
所
管
し
て
い
る
た
め
、群
馬・茨
城・栃

木
の
３
県
が
集
合
的
に
出
展
し
た
北
関
東
の
ブ
ー

ス
に
も
立
ち
寄
る
な
ど
、関
東
地
域
を
中
心
に
商

談
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
メ
イ
ン
で
担
当
し
て
い
る
栃
木

県
で
は
、那
須
町
の
担
当
者
と
話
を

さ
せ
て
も
ら
って
い
る
時
に
、ホ
テ
ル

や
バ
ス
会
社
な
ど
４
業
者
く
ら
い
の

皆
さ
ん
が
一
緒
に
商
談
を
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、いつ
も
と
違
う
形
で

新
た
な
提
案
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
た
」（
日
本
旅
行・笹
谷
氏
）

　

担
当
者
一
人
ず
つ
と
話
す
時
間

は
短
く
な
っ
た
も
の
の
、派
生
的
な

展
開
も
多
かった
こ
と
か
ら
、「
今
後

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
導
線
づ
く
り
と
い
う

意
味
合
い
で
も
、一
定
の
効
果
が
あ

る
と
思
う
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

商
談
時
に
派
生
的
な
広
が
り
も

　

大
阪
か
ら
参
加
し
た
ト
ラ
ベル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本

社
営
業
所
の
須
崎
佳
那
子
氏
は
、今
年
の
展
示
商

談
会
に
つい
て
、「
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
細
か
い
リ
ク
エ

ス
ト
が
で
き
る
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
マッ
チ
ン
グ
の

仕
組
み
は
、個
人
的
に
は
非
常
に
良
かっ
た
と
思

う
」と
語
り
、「
同
じ
国
が
重
なった
り
し
た
場
合

に
は
、片
方
を
取
り
消
せ
る
の
で
、様
々
な
国
の
い

ろ
い
ろ
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
幅
広
く
会
う
こ
と
が

で
き
た
」と
振
り
返って
い
ま
す
。

　
「
海
外
の
コンベン
ション
な
ど
で
は
、商
談
相
手

の
日
本
市
場
に
対
す
る
関
心
が
薄
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、Ｔ
Ｅ
Ｊ
に
参
加
す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、日

本
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
強
い
意
欲
を
持
ち
、日

本
人
旅
行
者
への
理
解
も
深
く
、世
界
各
国
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロフ
ィ
ー
ル
の

相
手
や
興
味
の
あ
る
商
材
に
精
度
の
高
い
効
率

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
貴
重

な
場
と
なって
い
る
」（
ト
ラ
ベル
ギ
ャ
ラ
リ
ー・須
崎

氏
）

　

さ
ら
に
、須
崎
氏
は
、「
ブ
ー
ス
で
話
を
す
る
展

示
商
談
会
で
は
、こ
の
テ
ーマ
な
ら
詳
し
い
関
係
者

が
こ
の
ブ
ー
ス
に
い
る
と
か
、説
明
し
た
ホ
テ
ル
は

あ
の
ブ
ー
ス
と
か
、そ
の
場
で
派
生
的
に
紹
介
し

て
も
ら
え
る
の
で
、予
想
以
上
の
成
果
が
得
ら
れ

た
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。

質
量
両
面
で
の
拡
充
に
も
期
待

　

ま
た
、九
州
の
旅
行
会
社
か
ら
参
加
し
た
中

堅
男
性
社
員
は
、「
海
外
と
国
内
の
両
方
を
担
当

し
て
お
り
、２
対
８
く
ら
い
の
割
合
で
国
内
を
中

心
に
回
った
が
、商
談
の
相
手
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連

の
事
業
者
よ
り
も
、地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の

ソ
リ
ュー
シ
ョン
を
提
供
す
る
周
辺
事
業
者
の
方

が
多
か
っ
た
」と
述
懐
。国
内
の
各
地
で
観
光
を

通
じ
た
地
域
振
興
の
取
り
組
み
が
進
む
な
か
で
、

従
来
の
よ
う
に
旅
行
商
品
を
企
画・造
成・販
売

し
た
り
、団
体
旅
行
の
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
通
じ
て

地
域
への
送
客
を
図
る
だ
け
で
な
く
、多
種
多
様

な
課
題
への
対
策
を
旅
行
会
社
の
視
点
や
ノ
ウ
ハ

ウ・ス
キ
ル
に
基
づい
て
提
案
し
、解
決
への
道
筋
で

新
た
な
旅
行
市
場
の
開
発
や
、旅
行
需
要
の
創

造
が
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
視
野
に
入
って
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

日
本
経
済
新
聞
社
と
の
共

催
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド・観
光

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
展
も
今
年
で
２

回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、展
示

商
談
会
に
参
加
す
る
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
側
の
質
量
両
面
で
の
拡
充

も
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

広域で出展している集合ブースでは、展示商談会のテーブルを設置するケースも

展示商談会ではブースに用意された豊富な資料類
もフルに活用
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８
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、今
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イ
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と
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ラ
ー

が
各
出
展
ブ
ー
ス
で
商
談
を
行
う
展
示
商
談
会
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
精
度
も
高
ま
っ
て
、Ｂ
to
Ｂ
機
能
も
強
化
さ
れ
た
展
示
商
談
会
で
は
、
登
録
さ

れ
た
バ
イ
ヤ
ー
数
と
セ
ラ
ー
数
、
商
談
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
４
１
４
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）、
８
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０
人
（
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％
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）、
７
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０
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績
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光
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回
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件
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展
示
商
談
会
で
Ｂ
to
Ｂ
機
能
も
強
化
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け
よ
う
。旅
の『
新
し
い
カ
タ
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う
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ー
リ
ズ
ム
の『
新
し
い

カ
タ
チ
』。」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
Ｔ
Ｅ
Ｊ
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０
１
８
で
は
、国
内
展
示
会
場
で
全
国
各

地
に
広
が
る「
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
カ
タ

チ
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る「
産
業
観
光
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」な
ど
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
が
設
定

さ
ま
し
た
。ま
た
、海
外
展
示
会
場
で
も

「
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
留
学
」な
ど
の
テ
ー

マ
ゾ
ー
ン
を
設
け
、旅
の
プ
ロ
な
ら
で
は
の

視
点
か
ら
旅
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
の「
新
し
い
カ

タ
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」を〝
見
え
る
化
〞す
る
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
ま
し
た
。会
期
中
に
過
去
最
高
の
20

万
人
以
上
の
来
場
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を
集
め
た
Ｔ
Ｅ
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０
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８
を
通
じ
て
、新
た
な
ア
プ
ロ
ー
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か
ら
海
外
旅
行
と
国
内
・
訪
日
旅
行
の

魅
力
が
４
日
間
に
わ
た
っ
て
発
信
さ
れ
、

大
き
な
賑
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
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「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｔ

Ｅ
Ｊ
）２
０
１
８
」の
主
催
団
体
で
あ

る
J
A
T
A
、日
本
観
光
振
興
協

会
、日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）

は
、9
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｔ

Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
の
閉
会
式
で
Ｔ
Ｅ
Ｊ

２
０
１
８
ブ
ー
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
の
各
賞

を
発
表
し
ま
し
た
。ブ
ー
ス
グ
ラ
ン
プ
リ

は
、来
場
者
と
関
係
者
、出
展
者
か
ら

の
投
票
に
よ
り
、各
出
展
ブ
ー
ス
の
中

か
ら
展
示
会
を
盛
り
上
げ
た
ブ
ー
ス
を

選
出
し
、表
彰
す
る
も
の
で
す
。グ
ラ
ン

プ
リ
１
、準
グ
ラ
ン
プ
リ
３
、特
別
賞
１

の
全
５
団
体
が
選
出
さ
れ
、受
賞
団
体

に
は
賞
状
と
記
念
盾
に
加
え
て
、来
年

の
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
９
で
の
ブ
ー
ス
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
ブ
ー
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
の

大
賞
に
輝
い
た
の
は
韓
国
観
光
公
社
で
、

「
＃
だ
け
じ
ゃ
な
い
韓
国
」を
テ
ー
マ
に
、

地
方
観
光
や
文
化
遺
産
、食
、伝
統・文

化
体
験
、韓
流
、医
療
観
光
な
ど
を
テ
ー

マ
別
に
展
開
し
て
、「
さ
ら
に〝
進
化
し

た
韓
国
〟」の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
同
時

に
、体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
韓
方
石
鹸
作
り

や
伝
統
工
芸
品
絵
付
け
な
ど
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
用
意
し
、来
場
者
に
多
様
で
豊
富
な

情
報
を
与
え
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
賞
に
輝
い
た
韓
国
観
光
公
社
は

「
業
界
日
に
は
商
談
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、商
談
に
集
中
で
き
る
雰
囲
気
作

り
に
努
め
る
一
方
、一
般
日
で
は
テ
ー
マ

毎
に
韓
国
の
新
し
い
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
た
こ
と
が
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
特
別
賞
の
受
賞
者

は
、次
の
通
り
で
す
。

◎
準
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
一
般
財
団
法
人
沖

縄
コンベン
ション
ビュー
ロ
ー

◎
準
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
ハワ
イ
州
観
光
局

◎
準
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
ワ
ン
ダ
フ
ル 

セ
ト
ウ

チ
／
D
I
S
C
O
V
E
R 

W
E
S
T 

連
携
協
議
会

◎
特
別
賞
＝
ミッ
キ
ー
ネ
ッ
ト

「＃だけじゃない韓国」をテーマに展開した韓国
ブース

試着体験や韓国茶の試飲、韓流スターの写真を飾るなど工夫を重ね、連日多くの来場者で賑わいま
した

瀬戸内圏内の各自治体が集結した連合体。中国地方の
5 県と連携し地域の魅力を発信

沖縄美ら海水族館を再現した展示が目を引きました

ハワイの風が体感できる特殊効果と「Hawaii 4DX ラ
イド」のアトラクションを展開



2018 OCT/NOV  JATA Communication   9

ツアーグランプリ2018

　ＪＡＴＡは９月22日、ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１８の会場で「ツ
アーグランプリ2018」の表彰式を開催しました。旅行業における企画
力とマーケティング力の向上、「観光立国」の施策に寄与することを目指
し、海外旅行・国内旅行・訪日旅行で最も優れた企画旅行を表彰するも
ので、今年度は、応募総数１１１件の中から、国土交通大臣賞に輝いたク
ラブツーリズムをはじめ、７社9ツアーが各賞を受賞しました。

　「添乗で何度か訪れた南インドは、北インドのほかの地域とはまったく異
なる魅力があり、リピーターにも初めての方にも満足していただけるツアー
が造成できると考えました。パンフレットでは、ディープなインドになりすぎない
よう工夫もして、すでに１０００人以上に参加していただいています。さらに
新しいインドの深堀りも進め、魅力のある旅を造成していきたいと思います」

プレゼンターとともにステージ上で記念撮影する受賞者の皆さん

国土交通大臣賞を受賞したクラブツーリズムの海外テーマ旅行センター・
鈴木良沙氏

観光庁長官賞（海外旅行部門）
を受賞したクラブツーリズムの
海外テーマ旅行センター・山西
勇輝氏

海外旅行部門／パッケージ旅行
部門グランプリ
日本航空国際線往復直行便利用！ 絶景列車
で巡るアメリカの旅 ９日間／阪急交通社　
企画旅行事業本部　東日本営業本部 メディ
ア営業三部　海外営業二課　小貫 進氏

ツアーグランプリ２０１８
国土交通大臣賞はクラブツーリズムが受賞

ＪＡＴＡはツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１８の９月21日、「海外卒業旅行企画コンテスト２０１８」の公開プレゼンテーションを実施し、
最優秀作品に贈られるグランプリをはじめ、優秀賞、審査員特別賞を決定して表彰を行いました。テーマは「地元空港出発“学生と旅
行会社でつくる”海外企画旅行」で、応募総数２１７件のうち４件が各賞を受賞しています。
グランプリ　九州国際大学 現代ビジネス学部地域経済学科 アプロフォンディ
車いす学生に翼の旅を届けたい。～ペガサス・ボヤージュ～　協力：西鉄旅行
優秀賞　明治大学 国際日本学部 チームだんちゃく　＃女子力男子 ～韓国で叶える男の夢～　協力：近畿日本ツーリスト首都圏
優秀賞　慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 SDM研究科　さいごを祝うはじまりの旅 in 神秘の国ネ
パール　協力：阪急交通社
査員特別賞　東京観光専門学校 旅行学科 Q GROUP　人生が変わるけど、年号が変わるけど、マヤ文明はずっとそこにある　
協力：JTB

海外卒業旅行企画コンテスト2018　ＧＰは九州国際大学・アプロフォンディ

国土交通大臣賞
絶景・秘境の旅 Grande 25周年記念企画 癒しの楽園 南インド８日間
クラブツーリズム　海外テーマ旅行センター　鈴木良沙氏

観光庁長官賞（海外旅行部門）
グリーンラインを越えて北キプロスまで訪問 キプロス1カ国周遊 6日間
クラブツーリズム　海外テーマ旅行センター
山西勇輝氏

観光庁長官賞（国内・訪日旅行部門）
日本旅百景スペシャルナイト「蝶々夫人の夜会」「ウィーンの調べ in 厳島神社」
ワールド航空サービス　国内旅行部門
大石橋弘明氏

観光庁長官賞（国内・訪日旅行
部門）を受賞したワールド航空
サービスの国内旅行部門・大石
橋弘明氏

グランプリを受賞した九州国際大学 現代ビ
ジネス学部地域経済学科の皆さん

海外旅行部門／デスティネー
ション開発部門グランプリ
ベトナム航空 チャーター便で行く！ 楽園
リゾート フーコック島 5日間　
JTB　海外仕入商品事業部 アジア部　
楠山賀英氏

海外旅行部門／ＳＩＴ部門 グラ
ンプリ
カンボジアの小学校で花火大会！ 子ども達に笑顔と感
動を届ける 5日間　エイチ・アイ・エス　法人旅行営業
本部 関東法人営業グループ　ソーシャルソリューショ
ン事業チーム　スタディツアーデスク　百瀬 創氏

海外旅行部門／審査員特別賞
ベールに包まれた絶景・龍州丹霞、雨岔
大峡谷と世界最大の黄色い瀑布・壺口
瀑布の旅　日本橋トラベラーズクラブ
営業部　孫 健氏

国内・訪日旅行部門グランプリ
～通常は運行していない貨物線を走
行～お座敷列車「宴」で行く【貨物線
の旅】　クラブツーリズム　JR販売
センター　大塚雅士氏

国内・訪日旅行部門／審査員特
別賞
JOYFUL TRAINS
びゅうトラベルサービス　訪日旅行部
小川和洋氏



―日本市場での需要拡大に向けた取り組みについて、お聞
かせください。

荻野　一つ目は、ここ数年における日本からのアウトバウンド
拡大を受けた輸送力強化などの取り組みが挙げられるかと
思います。成田／シドニー線を羽田／シドニー線に切り替え
たのをはじめ、ブリスベン線とメルボルン線の開設に続き、昨
年は関空／シドニー線に就航し、一定の供給増を図ること
ができました。関空からは長期間フライトがなかったため、デ
スティネーションとしての認知度を高めるために、オーストラリ
ア政府観光局や大使館、関空と連携してプロモーションも
強化しました。
　二つ目は、日本の旅行会社によるデスティネーションキャン
ペーンと、オーストラリア外務省と大使館による、日本でのグ
ローバル・プロモーションである「オーストラリアNOW」の展
開が2018年に重なったことで、オーストラリア全体をプロモー
ションしていくうえでの良い追い風となり、うまく認知度向上
につながっています。

―QFならではの強みとは。

荻野　日本からの出発地点として、成田・羽田・関西の3空

港があり、エコノミークラスの座席数については、成田発が
269席、羽田発が270席となっていることから、修学旅行やイン
センティブ旅行などの大型団体にもしっかり取り組める点が、
一つ目の強みです。また、日本国内ではジェットスタージャパン
と日本航空による連携を通じたネットワーク、オーストラリア国
内ではQFが最大のネットワークを展開しており、国内線と国
際線のコンビネーションを活用することも可能です。もう一つ、
燃油サーチャージがないことも、流通面では大きなポイントか
と思いますので、販売につなげていただければと思います。

―旅行会社の皆さんに強調されたいことは。

荻野　12月から関空／シドニー線を週4便に増便します。関
空／シドニー線は2年目に入りましたが、ぜひ販売を強化して
いただきたい。地方市場の開発は、アウトバウンド全体の拡大
にも資するものですから、積極的な展開を期待しています。
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Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
促
進
協
議
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）は
、９
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で

東
京・有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｔ
Ｅ

Ｊ
）２
０
１
８
」の一
般
日
で
あ
る
22・23
日
の

両
日
に「
海
外
教
養
講
座
」を
実
施
し
ま
し

た
。同

講
座
は
、新
た
な
海
外
旅
行
需
要
の
喚

起
や
若
者
の
海
外
旅
行
活
性
化
な
ど
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

22
日
に
は
、広
島
経
済
大
学
の
濱
口
博
行

教
授
が「
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
テ
ー
マ
に
、サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て

訪
問
し
た
ア
フ
リ
カ
大
陸
や
南
米
で
の
体
験・

発
見・魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、２
回
に
わ
た
っ
て

講
演
。電
通
入
社
後
、日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に

出
向
し
、２
０
０
２
年
の
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
開
催
で
日
本
招
致
委
員
会
事
務
局
国
際

部
長
と
し
て
世
界
中
を
駆
け
巡
っ
て
誘
致
活

動
を
行
っ
た
経
験
に
基
づ
い
て
、世
界
規
模
の

ス
ポ
ー
ツ
メ
ガ
イ
ベ
ン
ト
が
持
つ
意
義
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、名
古
屋
工
業
大
学
の
若
山
滋
名
誉

教
授
も「
ヨ
ー
ロッ
パ
の
建
築
か
ら
文
化
を
考

え
る
旅
」と
題
し
て
、１
回
目
は「
南
か
ら
北

へ・
地
中
海
の
都
市
の
文
化
と
ゲ
ル
マ
ン
の
森

の
文
化
」、２
回
目
は「
西
か
ら
東
へ・外
洋
の

文
化
と
内
陸
の
文
化
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
っ
て
い
ま
す
。若
山
名
誉
教
授
は
、建
築

家
・
批
評
家
・工
学
博
士
・一
級
建
築
士
と
多

彩
に
活
動
し
て
お
り
、そ
の
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
語
り
ま
し
た
。

23
日
は
、駒
澤
大
学
の
大
城
道
則
教
授

が
登
壇
し
、「
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
化
に
つ
い
て
」

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
巡
る
謎
に
つ
い
て
」と
題
し

て
講
演
。初
め
て
エ
ジ
プ
ト
を
訪
問
す
る
人

に
向
け
て
、美
術・宗
教・死
生
観
を
紹
介
し

な
が
ら
説
明
す
る
一
方
、エ
ジ
プ
ト
を
訪
問

し
た
経
験
が
あ
る
人
に
は
、最
新
の
学
術
情

報
も
取
り
入
れ
て
解
説
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
で「
海
外
教
養
講
座
」

一般
日
に
展
示
会
場
で
実
施

アウトバウンド促進協議会／海外教養講座

JOTC・航空会社インタビュー 第3回

一般公開日に開催された教養講座の一コマ。大勢の消費者が集まり熱心に耳を傾
けていました

カンタス航空／荻野雅史日本支社長

輸送力強化で需要拡大と市場開発に期待
　2017年に日本就航70年を迎えたカンタス航空（QF）。成田・羽田・関西の3空港
からオーストラリア各都市への輸送力を強化し、日豪間の双方向交流拡大を目指
すQFの荻野雅史日本支社長にお話をうかがいました。

カンタス航空（予約センター）
TEL0120-700-726
※インタビューの全文はJOTCのホームページ
（http://www.jata-net.or.jp/outbound/）でお読みいただけます



本部・支部活動報告

「
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
世
界
観
光
倫
理
憲
章
」

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
理
事
会
社
２
社
が
署
名

パ
リ
地
方
観
光
局
と
協
力
協
定
に
調
印

相
互
業
務
連
携
と
経
済
発
展
貢
献
も

観
光
庁・田
端
長
官
が
同
席

日
韓
観
光｢

共
同
緊
急
ア
ピ
ー
ル｣

本部・支部活動報告
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「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）

２
０
１
８
」が
開
幕
し
た
９
月
20
日
、東
京
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー・有
明
で
、「
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ（
国

連
世
界
観
光
機
関
）世
界
観
光
倫
理
憲
章
」への

署
名
式
が
開
か
れ
、田
端
観
光
庁
長
官
の
立
ち
合

い
の
も
と
ア
サ
ヒ
ト
ラ
ベル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

と
東
武
ト
ップ
ツ
ア
ー
ズ
が
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

世
界
観
光
倫
理
憲
章
は
１
９
９
９
年
に
開
催

さ
れ
た
第
13
回
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
総
会
で
、承
認
さ
れ

た
も
の
で
、環
境
や
文
化
遺
産
、社
会
に
与
え
る

潜
在
的
な
悪
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
な
が
ら
、

観
光
の
発
展
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。各
国
政
府
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
、地
域
社
会
、旅
行
会
社
な
ど
全
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
責
任
あ
る
持
続
可
能
な
観
光
を
実

現
す
る
た
め
の
規
範
と
な
る
も
の
で
す
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
２
０
１
１
年
か
ら「
民
間
部
門

に
よ
る
世
界
観
光
倫
理
憲
章
への
誓
約
」を
は
じ

め
、民
間
企
業・団
体
が
こ
の
コ
ミッ
ト
メ
ン
ト
に
署

名
す
る
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業・団
体
に
よ
る

社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）を
通
じ
て
、よ
り

持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
実
践
し
、促

進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
８
月
時
点
で
、世
界
の
73

カ
国・５
地
域
、３
つ
の
国
際
組
織
か
ら

５
５
３
の
企
業
と
団
体
が
世
界
観
光
倫

理
憲
章
に
署
名
。日
本
で
は
２
０
１
４

年
９
月
に
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
６
社
を
は
じ

め
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
を
含
む
12
企
業・団
体
が

署
名
し
、41
番
目
の
署
名
国
と
な
り
ま

し
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ズ
ラ
ブ・ポ
ロ
リ
カ
シュ

ヴ
ィ
リ
事
務
局
長
は
、「
世
界
観
光
倫

理
憲
章
を
め
ぐ
る
動
き
は
す
で
に
大
き

な
進
展
を
み
て
き
て
い
る
が
、そ
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
は
実
際
の
現
場
で

ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に
携
わって
い
る
民
間

部
門
に
よ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、民
間
に
よ
る
モ
ラ
ル
や
倫
理
への
信
頼
が
な
け

れ
ば
、ツ
ー
リ
ズ
ム
は
真
に
倫
理
的
に
な
る
こ
と
は

で
き
な
い
」と
指
摘
。「
日
本
の
主
要
旅
行
会
社
が

署
名
を
行
う
こ
と
で
、倫
理
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
堅

持
が
公
に
宣
言
さ
れ
る
」と
力
説
し
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

正
会
員
２
社
に
よ
る
署
名
を
高
く
評
価
し
て
い

ま
す
。

調印式で署名を行ったアサヒトラベルインターナショナルの福田叙久代表取締役会長（中央）
と東武トップツアーズの坂巻伸昭代表取締役社長（右から 2 人目）を囲むポロリカシュヴィリ
UNWTO 事務局長（右端）、観光庁の田端浩長官（左から 2 人目）、UNWTO 駐日事務所の本
保芳明代表（左端）

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
促
進
協
議
会（
Ｊ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
）は
９
月
19
日
、フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
地
方
観
光

局
と
協
力
協
定
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
は
協
力
協
定
に
基
づい
て
、２
０
１
７

年
に
約
４
８
０
０
万
人
の
旅
行
者
が
訪
れ
、世
界

第
１
位
の
観
光
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
と
な
っ
た
パ

リ
地
方
と
の
間
で
、相
互
協
力
と
交
流
促
進
、パ

リ
地
方
への
日
本
人
旅
行
者
の
拡
大
な
ど
、観
光

面
で
相
互
に
業
務
連
携
を
図
り
、経
済
発
展
への

貢
献
も
目
指
し
ま
す
。

　
パ
リ
地
方
観
光
局
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
と
の
緊
密
な
連
携
を
通
じ
て
、日
本
か
ら
パ
リ

地
方
への
送
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

同
観
光
局
は
、ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
旅
行
会

社
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
会
社
、フ
ラ
ンス
観
光
開
発
機

構
と
協
力
し
な
が
ら
、様
々
な
施
策
を
フ
ラ
ンス
と

日
本
の
双
方
で
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
９
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
に
も
、パ
リ
と
周
辺

の
旅
行
関
連
企
業
や
団
体
な
ど
14
者
が
参
加
し

て
、業
界
関
係
者
と
一
般
消
費
者
に
フ
ラ
ン
ス
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
パ
リ
地
方
観
光
局
のエ
リ
ッ
ク・ジュヌ
メ
ー
ト
ル

会
長
は
協
力
協
定
に
つい
て
、「
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シップ
は
強
い
信
頼
の
メッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
も

の
で
、観
光
業
界
だ
け
で
な
く
一
般
旅
行
者
に
も

向
け
ら
れ
て
い
る
」こ
と
を
強
調
。２
０
１
６
年
の

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
訪
仏
使
節
団
派
遣
な
ど
が
、そ

の
後
の
需
要
回
復
の
礎
と
なった
こ
と
に
言
及
し
、

「
２
０
１
８
年
の
上
半
期
も
日
本
人
旅
行
者
は

前
年
比
17
％
の
増
加
を
記
録
し
て
お
り
、日
仏
間

に
お
け
る
旅
行
業
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
も
発
展
し

て
い
く
だ
ろ
う
」と
語
り
、今
後
への
強
い
期
待
を

示
し
て
い
ま
す
。

（左から）クリスチャン・マンティ フランス観光開発機構総裁、菊
間潤吾 JATA 副会長、エリック・ジュヌメートル パリ地方観光局
会長、ローラン・ピック駐日フランス大使



本部・支部活動報告

「
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
世
界
観
光
倫
理
憲
章
」

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
理
事
会
社
２
社
が
署
名

パ
リ
地
方
観
光
局
と
協
力
協
定
に
調
印

相
互
業
務
連
携
と
経
済
発
展
貢
献
も

観
光
庁・田
端
長
官
が
同
席

日
韓
観
光｢

共
同
緊
急
ア
ピ
ー
ル｣

本部・支部活動報告
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Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）、

韓
国
旅
行
業
協
会（
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
）は
９
月
20
日
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
」会
場

内
で「
日
韓
観
光
交
流
拡
大
に
向
け
た
共
同
緊

急
ア
ピ
ー
ル
」の
署
名
式
と
発
表
会
見
を
行
い
、観

光
庁
の
田
端
浩
長
官
も
同
席
し
ま
し
た
。

　
６
月
以
降
に
相
次
い
で
発
生
し
た
国
内
で
の
自

然
災
害
に
よ
る
影
響
で
、訪
日
韓
国
人
旅
行
者
数

が
７
月
に
約
２
年
ぶ
り
に
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス

を
記
録
し
て
い
ま
す
。今
回
の
共
同
緊
急
ア
ピ
ー

ル
は
、訪
日
韓
国
人
旅
行
者
数
の
減
少
を
食
い
止

め
、そ
の
回
復
を
早
急
に
測
る
こ
と
で
、日
韓
双
方

が
掲
げ
る「
日
韓
相
互
交
流
１
０
０
０
万
人
」の

目
標
を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
、観
光
庁
が
日
韓

の
観
光
関
係
者
に
働
き
か
け
た
結
果
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

と
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
、Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
三
者
に
よって
発
表
さ

れ
る
こ
と
に
なった
も
の
で
す
。

　

共
同
緊
急
ア
ピ
ー
ル
に
は
、航
空
会
社
と
の
共

同
プ
ロ
モ
ー
ション
に
よ
る
日
韓
旅
行
商
品
の
販
売

促
進
や
双
方
の
消
費
者
への
働
き
か
け
、被
災
地

域
への
旅
行
需
要
の
早
期
回
復
に
向
け
た
両
国

観
光
関
係
者
間
に
よ
る
情
報
の
収
集
や
提
供
の

た
め
の
協
力
体
制
の
強
化
を
直
ち
に
行
う
こ
と
、

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
田
川
博
己
会
長
は
、「
日
韓
に
お
け

る
観
光
交
流
は
政
治
問
題
や
自
然
災
害
の
影
響

を
受
け
て
き
て
い
る
が
、Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
の
相
互
協
力

に
よって
需
要
回
復
を
図
って
き
て
い
る
」と
語
る

と
同
時
に
、ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
自
然
災
害
に

よ
る
被
災
か
ら
の
復
興
が
国
際
的
に
も
大
き
な

テ
ーマ
と
なって
い
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
、「
復

興
支
援
は
旅
行
業
の
大
き
な
役
割
で
あ
り
、今
後

も
日
韓
観
光
交
流
の
拡
大
に
向
け
て
努
力
し
た

い
」と
決
意
を
表
明
。Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
梁
武
承
会
長

も
、「
日
韓
相
互
交
流
１
０
０
０
万
人
の
実
現
に

向
け
て
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
の
協
力
を
進
め
、目
標
の
実

現
を
目
指
し
た
い
」考
え
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
清
野
智
理
事
長
は
、「
正
確
な
情

報
発
信
を
継
続
し
、共
同
広
告
や
日
本
向
け
旅

行
商
品
の
促
進
を
支
援
す
る
施
策
を
強
化
し
て

い
く
」方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

会
長
は
協
力
協
定
に
つい
て
、「
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シップ
は
強
い
信
頼
の
メッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
も

の
で
、観
光
業
界
だ
け
で
な
く
一
般
旅
行
者
に
も

向
け
ら
れ
て
い
る
」こ
と
を
強
調
。２
０
１
６
年
の

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
訪
仏
使
節
団
派
遣
な
ど
が
、そ

の
後
の
需
要
回
復
の
礎
と
なった
こ
と
に
言
及
し
、

「
２
０
１
８
年
の
上
半
期
も
日
本
人
旅
行
者
は

前
年
比
17
％
の
増
加
を
記
録
し
て
お
り
、日
仏
間

に
お
け
る
旅
行
業
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
も
発
展
し

て
い
く
だ
ろ
う
」と
語
り
、今
後
への
強
い
期
待
を

示
し
て
い
ま
す
。

左より JNTO 清野智理事長、KATA 梁武承会長、JATA 田川博己会長、
観光庁の田端浩長官

９
月
18
日　
海
外
旅
行
委
員
会

10
月
3
日　
食
と
農
の
現
地
研
修
旅
行

10
月
4
日　
訪
日
旅
行
委
員
会

10
月
18
日　

旅
公
協
秋
季
公
正
競
争
規
約
説
明

会９
月
12
日　
海
外
教
育
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
in
山
形

９
月
26
日　
海
外
教
育
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
in
福
島

10
月
１
日　

次
年
度
内
定
者
合
同
セ
ミ
ナ
ー

（
於・仙
台
国
際
空
港
）

10
月
４
日　

旅
公
協
秋
季
公
正
競
争
規
約
説
明

会10
月
10
日　
幹
事
会

９
月
14
日　
総
務
委
員
会

９
月
21
日　
幹
事
会

9
月
21
日　
L
A
D
Y
J
A
T
A
委
員
会

10
月
13
日
～
16
日　

海
外
旅
行
委
員
会（
台
湾

視
察
旅
行
）

9
月
13
日　
貸
切
バス
運
賃
セ
ミ
ナ
ー

10
月
12
日　

旅
公
協
秋
季
公
正
競
争
規
約
説
明

会10
月
17
日　
総
務
委
員
会・消
費
相
談
委
員
会

10
月
18
日　
幹
事
会

9
月
10
～
12
日　

国
内
旅
行
委
員
会（
北
海
道

研
修
旅
行
）

9
月
20
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

9
月
21
日　

合
同
委
員
会（
海
外
旅
行・国
内
旅

行・イ
ンバ
ウ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

9
月
26
日　
総
務
委
員
会

10
月
４
日　
海
外
旅
行
委
員
会

10
月
16
日　

旅
公
協
秋
季
公
正
競
争
規
約
説
明

会10
月
20
日　
環
境
保
全
活
動

９
月
11
日　
役
員
会

９
月
20
日　
幹
事
会

10
月
13
日　

環
境
保
全
活
動（
広
島
空
港
近
隣

清
掃
）

９
月
19
日　
実
務
委
員
会

９
月
19
日　
熊
本
城
復
興
支
援
金
贈
呈
式

９
月
28
日　
海
外
旅
行
委
員
会・第
３
回
福
岡
市

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
検
討
会

9
月
29
日　

教
育
研
修
委
員
会
主
幹・第
３
回

寺
子
屋
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

10
月
４
日
～
５
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

10
月
17
日　
総
務
委
員
会

10
月
19
日　

消
費
者
相
談
委
員
会・苦
情
委
対

策
セ
ミ
ナ
ー

10
月
20
日　

海
外・国
内・地
区
委
員
会・福
岡
地

区
委
員
会
に
よ
る
合
同
委
員
会

９
月
26
日　
支
部
幹
事
会

９
月
26
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会

10
月
17
日　
幹
事
会

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

中
部
支
部

沖
縄
支
部

北
海
道
支
部



ロス・バーチ
ハワイ島観光局・局長
（7月19日・志村理事長を訪問）
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ヨーロッパ、アジア、アフリカ、中
近東、北中米。今年もツーリズム
EXPOジャパンに合わせて世界各地
から多くの賓客が来日し、JATAの役
員と顔を合わせました。今号、次号と
2回に分けてご紹介いたします。

要人往来
4月19日～9月21日

ジム・ジョーンズ 　
英国ノースウェールズツーリズ
ム  マネージング・ダイレクター
（9月21日・菊間副会長を訪問）

アンゲロス・ロイゾウ　
キプロス政府観光局会長
（9月21日・菊間副会長を訪問）

サンティ・チュディントラ　　
タイ国政府観光庁副総裁 国際マー
ケティング-アジア南太平洋担当
（9月21日・田川会長を訪問）

ツェレンバット・ナムスライ
モンゴル環境・観光大臣
（9月21日・菊間副会長を訪問）

アフメド・ユセフ 　 
エジプト政府観光局局長
（9月21日・田川会長を訪問）

ランジット・アルウィハーラ 　
スリランカ民主社会主義共和国
観光開発・キリスト教副大臣
（9月21日・田川会長を訪問）

アンソニー・ラウ 
香港政府観光局理事長
（9月21日・菊間副会長を訪問）

モハマディン・クタピ 
マレーシア観光芸術文化
大臣
（9月21日・田川会長を訪問）

グラハム・アブド・ガーディル・ダミン 
スーダン共和国観光、古代および
野生動物省副大臣
（9月21日・菊間副会長を訪問）

エーリクス・エグリーティス 
ラトビア共和国経済省
副大臣
（9月21日・田川会長を訪問）

エンリケ・デラマドリー・
コルデーロ  
メキシコ合衆国観光大臣
（9月21日・田川会長を訪問）

スティーブン・イングラン
ドーホール　ニュージーラ
ンド政府観光局局長
（7月26日・菊間副会長を訪問）

アルディ・ヘルマワン　イン
ドネシア共和国観光省アジ
ア・太平洋地区担当局長
（7月30日・志村理事長を訪問）

モルテザ・ラフマーニ・モ
ヴァッヘド　駐日イラン・イ
スラム共和国特命全権大使
（9月13日・志村理事長を訪問）

クリスチャン・マンティ
フランス観光開発機構
総裁
（9月18日・田川会長を訪問）

葉菊蘭 
財団法人台湾観光協会
会長　
（9月19日・田川会長を訪問）

イブラーヒム・ウェイス 　
モルディブ特命全権大使
（9月19日・田川会長を訪問）

ソルディス・コルブルン・レイクフョル
ド・ギルバドッティル　 アイスランド
共和国観光産業イノベーション大臣
（9月20日・田川会長を訪問）

ミルトン・モリナガ　
グアム政府観光局CEO
（9月21日・田川会長を訪問）

ブラッドリー・ブラウワー
南アフリカ観光局
グローバル・トレード・ヘッド
（7月10日・志村理事長を訪問）

ブライアン・サイード　　
シカゴ観光局
バイスプレジデント
（7月5日・志村理事長を訪問）

モハメド・エル・アミン・ベンシェ
リフ　駐日アルジェリア民主
人民共和国特命全権大使
（6月26日・志村理事長を訪問）

ベルナデット・ロムロ・
プヤット
フィリピン観光大臣
（6月25日・菊間副会長が表敬会場へ訪問）

スマン・ビラ
インド観光省ジョイント
セクレタリー
（6月15日・志村理事長を訪問）

鄭生昌　台湾・台中市ホ
テル商業同業組合理事
長および観光業代表団
（6月15日・志村理事長を訪問）

フランシスコ・ハビエル・
ガルシア　
ドミニカ共和国観光大臣
（6月11日・菊間副会長を訪問）

アンドリュー・A・二ホパラ
ソロモン諸島文化観光
省次官
（4月19日・菊間副会長を訪問）

カリブ共同体（カリコム）に
加盟する12カ国の代表団
（9月21日・菊間副会長を訪問）
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Ｂ
Ｓ
Ｐ
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ B

illing and 
Settlem

ent P
lan

）
は
１
９
７
１
年

に
日
本
で
導
入
さ
れ
て
以
来
、
全
世
界

で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
７
年

現
在
３
７
０
の
航
空
会
社
が
参
加
し
、

23
兆
６
０
０
０
億
円
の
決
済
が
Ｂ
Ｓ
Ｐ
を

通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
Ｂ
Ｓ
Ｐ
制
度
に
つ
い
て
は

種
々
の
制
度
変
更
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。今

回
ご
紹
介
す
る
２
０
１
９
年
２
月
の
改
変
は

世
界
の
ほ
か
の
地
域
で
は
す
で
に
実
施
さ

れ
て
お
り
、
日
本
は
最
終
導
入
地
区
に
あ

た
る
も
の
で
す
。
新
方
式
はN

ew
 Gen ISS

（N
ew

 Generation IA
T

A
 Settlem

ent 
System

）と
呼
ば
れ
、
「
旅
行
会
社
に
は
幅

広
い
選
択
肢
と
柔
軟
性
、
航
空
会
社
に
は
財

務
面
で
の
安
全
性
を
も
た
ら
す
」
と
Ｉ
Ａ
Ｔ

Ａ
は
主
張
し
て
い
ま
す
。

新
方
式
の
４
つ
の
柱

新
方
式
は
次
の
4
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

①
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
代
理
店
公
認
方
式
の
多
彩
化

②
財
務
審
査
と
リ
ス
ク
履
歴
に
準
じ
た

C
a
s
h
発
券
管
理

③
新
し
い
支
払
い
手
段
「
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Easy Pay (

Ｉ
Ｅ
Ｐ)

④
新
し
い
債
務
保
証
制
度
と
し
て
の
保
険 

（
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）

代
理
店
公
認
方
式
の
多
彩
化

現
行
の
公
認
方
式
（gostandard

）
に

加
え
、
現
金
取
引
の
な
い
代
理
店
公
認
方

式
（golite

）
、
複
数
国
に
わ
た
る
一
括
公

認
方
式
（goglobal

）
が
新
た
に
採
用
さ

れ
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
形
態
に
合
わ

せ
公
認
方
式
を
採
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

golite

で
は
現
行
の
財
務
審
査
は
不
要
に
な

り
、
債
務
保
証
も
小
額
な
ら
び
に
定
額
と

な
り
ま
す
。

一
方
、goglobal

は
現
行
年
一
回
の
財
務

審
査
が
４
回
と
な
り
、
統
括
本
社
が
全
社

の
債
務
保
証
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
務
審
査
と
履
歴
に
準
じ
た

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｈ
発
券
管
理
（
Ｒ
Ｈ
Ｃ
）

現
金
に
よ
る
発
券
許
容
限
度
の
管
理
厳

格
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
代
理
店
ご
と
の
財
務
審
査
と
リ
ス
ク

履
歴
が
勘
案
さ
れ
る
こ
と
で
、
代
理
店
が
Ａ

Ｂ
Ｃ
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ

て
Ｂ
Ｓ
Ｐ
ピ
リ
オ
ド
期
間
通
算
で
の
現
金

発
券
限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

日
々
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
る
限
度
額

（Rem
ittance H

olding Capacity

）
の

計
算
方
式
は
、
過
去
12
カ
月
の
精
算
ピ
リ

オ
ド
の
中
で
最
も
発
券
額
の
多
い
３
回
分

を
抽
出
し
て
平
均
さ
れ
た
１
日
の
金
額
の

15
日
分
の
2
倍
ま
で
と
す
る
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
ラ
ン
ク
C
の
代
理
店
は
銀

行
保
証
額
ま
で
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
支
払
い
手
段

IA
TA

 Easy Pay

（
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）

Ｒ
Ｈ
Ｃ
を
超
え
た
場
合
、
現
金
の
よ
る

発
券
が
で
き
な
く
な
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
ま
た
は
Ｉ
Ｅ
Ｐ
の
発
券
の
み
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｅ
Ｐ
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
代

理
店
が
専
用
口
座
を
開
設
し
、
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
機
能
同
様
、
支
払
い
額
が
即
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
債
務
保
証
制
度
と
し
て
の

保
険
（
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
日
本
で
も
す
で

に
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
新
た
な

債
務
保
証
制
度
で
、
従
来
の
銀
行
保
証
か

Ｇ
Ｄ
Ｉ
に
す
る
か
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
加
入
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴

う
手
数
料
は
日
本
で
Ｇ
Ｄ
Ｉ
を
仲
介
し
て

い
る
M
a
r
s
h
社
の
審
査
を
受
け
決
定

さ
れ
ま
す
。

以
上
、
簡
単
に
新
方
式
の
概
要
を
ご
説

明
し
ま
し
た
が
、
今
後
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
か
ら
旅

行
会
社
に
対
し
説
明
会
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

新
Ｂ
Ｓ
Ｐ
が
２
０
１
９
年
２
月
か
ら
導
入

Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
公
認
代
理
店
と
航
空
会
社
の
間
で
国
際
航
空
券
の
発
券
に
関
わ
る
決
済
を
行
う

仕
組
み
、
Ｂ
Ｓ
Ｐ
。
こ
の
最
も
広
範
で
大
掛
か
り
な
変
更
が
、
２
０
１
９
年
２
月
か
ら
日
本

地
区
で
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
回
は
こ
の
概
要
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

Topics 新BSP導入

（出典：ＩＡＴＡ）
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旅行の広告でよく見かけるこのマークなんだろう…？

年会費、入会手続きについては、ホームページをご覧下さい。

お客様に信頼される旅行広告に取り組んでいるマークです。
会員会社の旅行広告には、このマークが表示されています。
旅選びの目印としてご確認下さい。

旅行業公正取引協議会　〒100-0013　東京都千代田区霞が関3-3-3 全日通霞が関ビル５Ｆ　TEL.03-3592-1641　FAX.03-3592-1644

“旅行業公正取引協議会”会員の「ロゴマーク」です。

検 索

……?
『
適
正
な
広
告
』の

目
印
だ
よ
。

長
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
や
、長
距
離
の
バ

ス
移
動
な
ど
、海
外
旅
行
中
は
長
い
時

間
椅
子
に
座
っ
て
い
る
機
会
が
多
く
、

腰
痛
を
起
こ
す
人
も
少
な
く
な
い
の
で

は
？ 

そ
こ
で
旅
行
中
の
腰
痛
予
防
・
対

策
に
つ
い
て
、参
宮
橋
脊
椎
外
科
病
院
の

大
堀
靖
夫
院
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　●
旅
行
中
に
腰
痛
を
起
こ
し
や
す
い

場
面腰痛

は
80
％
の
人
が
人
生
に
一
度
は
経

験
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
Ｍ

Ｒ
Ｉ
で
画
像
を
取
っ
て
も
、85
％
は
病
名
の

診
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。

旅
行
中
は
長
距
離
の
フ
ラ
イ
ト
や
バ
ス
移

動
な
ど
、同
じ
姿
勢
を
長
時
間
保
つ
こ
と
が

多
く
、そ
れ
が
原
因
で
腰
の
病
気
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、腰
痛
の
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

同
じ
座
位
で
長
時
間
座
っ
て
い
る
と
、脊

柱
起
立
筋
と
い
う
背
骨
に
沿
っ
た
筋
肉
が
こ

わ
ば
り
ま
す
。ま
た
フ
ラ
イ
ト
中
は
画
面
を

見
た
り
、雑
誌
や
本
を
読
ん
だ
り
し
て
前
か

が
み
な
姿
勢
を
取
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

こ
の
時
、腰
の
椎
間
板
の
ク
ッ
シ
ョン
の
役
目

を
果
た
す
髄
核
は
、後
ろ
に
ず
れ
た
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
続
く
と
、腰
痛
に
つ

な
が
り
ま
す
。

●
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
運
動

「
腰
そ
ら
し
３
秒
体
操
」と
い
う
軽
い
運

動
を
行
い
、前
述
し
た
髄
核
を
も
と
の
位
置

に
戻
す
こ
と
に
よ
り
、腰
痛
を
予
防
で
き
ま

す
。イ
ラ
ス
ト
を
参
照
し
て
イ
タ
気
持
ち
い

い
と
感
じ
る
角
度
で
、息
を
吐
き
な
が
ら
、

１
時
間
お
き
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
座
っ
た
ま
ま
４
～
５
回
、腰
を
左
右

に
ゆ
っ
く
り
捻
る
運
動
も
効
果
的
で
す
。前

屈
が
気
持
ち
い
と
感
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
行
っ
て
も
い
い
で
す
し
、肩
や
首
、肩

甲
骨
を
い
ろ
ん
な
方
向
に
動
か
す
、あ
る
い

は
足
全
体
を
動
か
す
こ
と
も
大
事
で
す
。

足
首
を
動
か
し
て
足
踏
み
体
操
を
し
た
り
、

腿
を
持
ち
上
げ
て
股
関
節
を
緩
め
る
な
ど
、

少
し
で
も
血
流
を
よ
く
し
て
、筋
肉
を
動

か
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。と
に
か
く
ポ
イ

ン
ト
は 

同
じ
姿
勢
を
長
時
間
保
つ
の
を
避

け
、筋
肉
が
固
ま
る
の
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。 

●
腰
に
隙
間
を
空
け
な
い
座
り
方

機
内
で
の
座
り
方
に
も
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。前
か
が
み
な
姿
勢
、猫
背
は
よ
く

な
い
の
で
、背
中
や
腰
を
シ
ー
ト
に
沿
わ
せ

て
座
る
の
が
理
想
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
腰
の
カ

タ
チ
や
状
態
が
違
う
の
で
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、シ
ー
ト
と
腰
の
間
に
隙
間
が
で

き
て
し
ま
う
場
合
は
、機
内
で
配
ら
れ
る
枕

や
毛
布
を
上
手
に
使
って
補
充
し
ま
す
。

た
だ
し
繰
り
返
し
ま
す
が
、同
じ
姿
勢
は
よ

く
な
い
の
で
、紹
介
し
た
運
動
を
忘
れ
ず
に
。

持
ち
運
び
に
便
利
な
空
気
ク
ッ
シ
ョ
ン
で

腰
を
保
護
す
る
工
夫
や
、ネ
ッ
ク
ピ
ロ
ー
で

眠
る
際
に
首
を
守
って
お
け
ば
腰
痛
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

●
腰
痛
に
な
っ
て
も
普
通
に
動
か
す
！

腰
痛
に
最
も
効
果
的
な
対
策
は
、日
常

行
っ
て
い
る
よ
う
に
動
か
す
こ
と
で
す
。痛

み
が
あ
る
と
安
静
に
す
る
こ
と
を
考
え
が

ち
で
す
が
、逆
効
果
で
す
。旅
行
中
に
原
因

不
明
で
腰
が
痛
く
な
っ
た
と
し
て
も
、過
度

な
心
配
を
せ
ず
、痛
み
止
め
を
飲
ん
で
普
通

に
動
か
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

よ
く
寝
た
か
ら

と
いって
腰
痛
が
早

く
治
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。せ
っ

か
く
の
旅
行
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
一
般
的
に

腰
痛
対
策
と
し

て
、湯
な
ど
で
温
め

る
こ
と
や
マッ
サ
ー

ジ
を
思
い
つ
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、明
ら
か
な
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。気
持
ち
が
い
い
の
で
あ
れ
ば
か
ま

い
ま
せ
ん
が
、ハ
ー
ド
な
マッ
サ
ー
ジ
は
避
け

た
方
が
無
難
で
す
。

気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、ま

れ
に「
怖
い
腰
痛
」も
あ
る
た
め
、

◎
熱
を
伴
う
場
合

◎
じ
っ
と
し
て
い
て
も
腰
が
痛
い
場
合

は
、現
地
の
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。感

染
症
で
熱
が
出
て
腰
痛
を
起
こ
す
ケ
ー
ス

や
、解
離
性
大
動
脈
瘤
に
よ
る
腰
痛
の
場

合
も
あ
る
た
め
で
す
。

●
腰
痛
の
不
安
を
抱
え
る
人
は

軽
い
腰
痛
持
ち
の
人
や
、普
段
か
ら
腰
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
は
、薬
を
上
手
に
使

い
ま
し
ょ
う
。旅
先
に
持
参
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、腰
痛
経
験
の
あ
る
人
は
、ど
ん
な

状
況
だ
と
痛
み
が
出
る
か
想
像
が
つ
く
は

ず
な
の
で
、予
防
的
に
フ
ラ
イ
ト
前
に
鎮
痛

剤
を
服
用
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。た
と

え
ば
出
発
前
に
仕
事
を
一
生
懸
命
や
っ
て

腰
が
お
も
だ
る
い
と
感
じ
て
飛
行
機
に
乗

る
と
、負
荷
が
か
か
る
た
め
、そ
れ
が
引
き

金
に
な
って
ぎ
っ
く
り
腰
な
ど
を
誘
発
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

コ
ル
セ
ッ
ト
は
、動
い
た
と
き
に
痛
み
が
あ

る
人
や
ぎ
っ
く
り
腰
の
前
駆
症
状
を
感
じ
て

い
る
人
は
不
安
軽
減
の
た
め
に
も
持
参
す

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

添乗員のための旅行医学 VOL.95

海外旅行中の腰痛対策

足を肩幅よりやや広めに開き、両手を
イラストにある通りお尻のあたりに当
てます。息を吐きながら最大限にそら
し、3秒間保ちます。このとき膝はでき
るだけ伸ばし、骨盤を押し込むイメー
ジで行います。

松平浩先生が考案した 
「腰そらし3秒体操」
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シリーズ ： 『挑戦』を支えるもの
～デジタル化の時代を生き抜くためのリスク対策～

■「
旅
行
」の
デ
ジ
タ
ル
化

　

近
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及

と
と
も
に
、旅
行
商
品
や
航
空
券
、宿
泊

の
Ｗｅ
ｂ
販
売
と
い
っ
た
旅
前
の
手
続
き

は
も
ち
ろ
ん
、旅
中
コ
ン
テ
ン
ツ
の
普
及
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
旅
後
の
情
報
拡
散
も
含

め
て
、「
旅
行
流
通
と
旅
行
行
動
の
デ
ジ

タ
ル
化
」が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。「
ツ

ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
」

で
も
、会
場
の
い
た
る
所
に「
デ
ジ
タ
ル
」

の
言
葉
が
踊
り
、旅
行
会
社
に
お
い
て
も

Ｉ
Ｔ
活
用
や
営
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
が

さ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

世
の
中
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、情
報

管
理
に
関
わ
る
新
た
な
リ
ス
ク
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。旅
行
会
社
は
従
来
か
ら

複
数
の
素
材
提
供
者
と
多
く
の
顧
客
情

報
を
や
り
と
り
し
て
お
り
、情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ・リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、デ
ジ
タ
ル
化
で
生
じ
る
新
た
な
リ

ス
ク
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

■
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
リ
ス
ク

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
リ
ス
ク
で
す
。不
正
ア
ク
セ
ス
や「
な

り
す
ま
し
」メ
ー
ル
の
攻
撃
を
受
け
る

と
、顧
客
情
報
の
流
出
や
社
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
停
止
な
ど
に
よ
り
通
常
業
務
も

ま
ま
な
ら
な
い
事
態
に
陥
り
ま
す
。

　

ま
た
、社
外
か
ら
の
攻
撃
だ
け
で
は

な
く
、社
内
に
も
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
ま

す
。ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
情
報
流
出

は
メ
ー
ル
の
誤
送
信
が
そ
の
代
表
例
で

す
が
、業
務
情
報
を
保
存
し
た
Ｐ
Ｃ
や
ス

マ
ホ
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
の
持
出
し
も

大
き
な
リ
ス
ク
を
孕
ん
で
い
ま
す
。デ
バ

イ
ス
の
進
歩
は
業
務
効
率
化
や
働
き
方

改
革
に
つ
な
が
る
反
面
、情
報
管
理
が
脆

弱
に
な
る
危
険
を
伴
う
の
で
す
。

■
中
小
企
業
ほ
ど
狙
わ
れ
る
？

　

Ｗｅ
ｂ
販
売
サ
イ
ト
を
持
つ
旅
行
会
社

や
Ｏ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
た
り
日
常
業
務
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・メ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

る
だ
け
で
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
標
的
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、か
つ

て
は
大
量
の
顧
客
情
報
を
持
つ
大
企
業

が
攻
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、大
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が

進
ん
だ
こ
と
で
、比
較
的
対
策
が
遅
れ
て

い
る
中
小
企
業
を
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の「
踏

み
台
」と
し
て
、そ
こ
か
ら
取
引
先
の
情

報
を
盗
み
取
る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
攻
撃
の
被
害
に
遭
う
と
、取

引
先
の
信
用
も
失
い
そ
の
後
の
事
業
に

も
大
き
な
影
響
を
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

中
小
企
業
自
身
が
狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。昨
今
話
題
の「
ラ
ン

サ
ム
ウ
エ
ア（
端
末
を
ウ
イ
ル
ス
感
染
さ

せ
デ
ー
タ
復
旧
の
見
返
り
に
身
代
金
を

要
求
す
る
手
口
）」も
そ
の
代
表
例
で

す
。身
代
金
が
目
的
で
す
か
ら
大
量
の

取
引
情
報
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は

な
く
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
甘
い
と
み
ら
れ
た

企
業
が
狙
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

■
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
に
備
え
る

　

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
へ
の
備
え
方
は
会

社
規
模
や
業
務
特
性
に
応
じ
て
様
々
で

す
。ま
ず
は
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
の
簡
易
診

断
を
受
け
自
社
の
リ
ス
ク
を
確
認
す
る

こ
と
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル・リ
ス
ク
に
完
璧
な
備

え
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
、万
が
一の
時

に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
的
確

な
初
動
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。問

題
発
覚
を
す
ぐ
報
告
す
る
社
内
ル
ー
ル

も
重
要
で
す
。

　

情
報
被
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
信
頼

を
回
復
す
る
に
は
一
見
過
剰
と
思
え
る

よ
う
な
対
策
・
対
応
が
必
要
と
な
り
、大

き
な
金
銭
的
負
担
が
生
じ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
会
員
旅
行

会
社
向
け
に
、サ
イ
バ
ー
事
故
対
応
の
た

め
の
様
々
な
費
用
を
補
償
す
る「
サ
イ
バ

ー
リ
ス
ク
団
体
保
険
」を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

東
京
海
上
日
動
は
、デ
ジ
タ
ル
時
代
を

生
き
抜
く
旅
行
会
社
の
リ
ス
ク
対
策
の

ご
相
談
も
承
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

旅
行
業
営
業
部
）
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「
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

ど
れ
く
ら
い
返
金
す
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
か
」と
い
う

電
話
が
旅
行
会
社
か
ら

入
っ
て
き
ま
し
た
。数
分

後
、「
旅
行
会
社
が
ミ
ス

を
認
め
て
い
る
ん
だ
け
ど
、ど
れ
く
ら
い
慰
謝
料
は
請
求
し
て
い
い

ん
で
す
か
。相
場
は
ど
れ
く
ら
い
か
な
あ
と
思
っ
て
」と
い
う
電
話

が
お
客
様
か
ら
入
り
ま
し
た
。こ
の
２
つ
の
電
話
は
同
じ
事
案
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、「
損
害
賠
償
額
と
い
う
迷
宮
」か
ら
脱
出
を
試
み
る
冒

険
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。

手
配
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

　

も
ち
ろ
ん
手
配
債
務
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
、つ
ま
り
航
空
券
や

ホ
テ
ル
宿
泊
、そ
し
て
オ
プ
ショ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
手
配
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
が
、募
集
型
企
画
旅
行
で
は
企
画・実

施
す
る
旅
行
会
社
に
過
失
が
な
い
。手
配
旅
行
で
は
サ
ー
ビ
ス
が

享
受
で
き
る
よ
う
に
手
配
が
完
了
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
場
合
、

旅
行
会
社
は
基
本
的
に
責
任
を
負
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し
な
が
ら
、前
述
の「
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
った
」「
旅
行

会
社
が
ミ
ス
を
認
め
て
い
る
」と
き
は
、過
失
に
基
づ
き
生
じ
た
損

害
に
対
し「
損
害
賠
償
」で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
、そ
の
損
害
賠
償
額
に
つい
て
は
以
下
の
も
の
を
勘
案

し
、対
応
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

①
そ
の
事
案
が
起
き
た
原
因
と
結
果
、②
そ
の
事
案
の
責
任
所

在
、③
そ
の
事
案
に
よ
る
お
客
様
の
逸
失
利
益
、④「
変
更
補
償

金
」を
超
え
る
金
額
、⑤
そ
し
て
総
合
的
に
考
え
た
旅
行
会
社
の

立
場
な
ど
。

数
値
化
す
る
こ
と
の
難
し
さ
は
あ
る
も
の
の

　

上
記
の
よ
う
に
、「
損
害
賠
償
額
」に
つい
て
は
な
ん
ら
数
値
化
さ

れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
迷
宮
か
ら
抜
け
出
す
道
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
と
つの
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、少
し
乱
暴
で
す
が
数

値
化
す
る
こ
と
。募
集
型
企
画
旅
行
を
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ダ
ク
ツ
と
考

え
、「
パ
ー
ツ
の
集
合
体
」と
し
て
組
み
立
て
、「
過
失
」が
あ
っ
た
場

合
は
そ
の
数
値
を
積
算
し
て
い
く
と
い
う
方
法
。飛
行
機
の
並
び

席
の
確
約
、ト
ラ
ンス
ファ
ー
の
時
間
、現
地
係
員
の
説
明
、ホ
テ
ル
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
違
い
、観
光
の
消
化
な
ど
を
細
分
化
し
プ
ラ
スマ
イ
ナ
ス

で「
損
害
賠
償
額
」を
算
出
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、「
過
失
が
リ
カ
バ

リ
ー
」さ
れ
現
状
回
復
以
上
の
対
応
が
あ
っ
た
場
合
は
、一
定
の
係

数
を
掛
け
ま
す
。

　

旅
行
者
の
な
か
に
は
、「
こ
の
旅
行
に
申
し
込
ん
だ
の
は
、こ
の
ホ

テ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レッ
ク
ファ
ー
ス
ト
が
食
べ
た
かっ
た
し
、遊
覧

船
観
光
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
か
ら
。こ
の
二
つ
と
も
で
き
な
か
っ

た
ん
だ
か
ら
、旅
行
代
金
全
額
返
し
な
さ
い
。予
約
す
る
時
お
店
の

人
に
も
さ
ん
ざ
ん
話
し
ま
し
た
」と
い
う
主
張
で
旅
行
会
社
を
閉

口
さ
せ
る
人
が
い
ま
す
。た
し
か
に「
旅
行
商
品
」は
形
の
な
い
も
の

で
、各
旅
行
者
の
幻
想
の
産
物
な
の
で
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
解
体
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
上
で
の
、提
案
で
す
。

　
は
た
し
て
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、旅
行
会
社
に
手
配
ミ
ス
が
あ
っ

た
場
合
で
、全
額
返
金
請
求
に
応
じ
る
か
と
い
う
と
、難
し
い
と
考

え
ま
す
。と
い
う
の
は
、こ
の
お
客
様
は「
二
つ
の
パ
ー
ツ
以
外
の
旅

行
サ
ー
ビ
ス
は
受
領
し
て
い
る
」か
ら
で
す
。

切
り
上
げ
て「
×
２
」か
ら
の
脱
却

　
こ
の
算
出
方
法
で
危
惧
さ
れ
る
の
は
、各
パ
ー
ツ
を
数
値
化
す
る

こ
と
で
、大
ま
か
な
仕
入
値
が
開
示
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
。募
集
型
企
画
旅
行
は
自
ら
の
計
算
に
因
って
旅
行
代
金
を
計
算

す
る
も
の
な
の
で
、も
ち
ろ
ん
内
訳
を
開
示
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。お
客
様
の
精
神
的
苦
痛
に
配
慮
し
た
過
剰
対
応
、「
な
ん
と
な

く
こ
ん
な
感
じ
か
、エ
イ
ヤ
ッ
」と
損
害
賠
償
額
を
決
定
す
る
こ
と
は

避
け
た
い
も
の
で
す
。旅
行
会
社
の
中
に
は
、「
旅
程
保
証
」に
お
け
る

「
変
更
補
償
金
」の
パ
ー
セ
ン
ト
を
無
理
や
り
当
て
は
め
、切
り
上
げ

て「
×２
」し
、鼻
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
監
修
す
る
三
浦
雅
生
弁
護
士
に
、「
損
害
賠
償

に
関
わ
る
マニュア
ル（
リ
カ
バ
リ
ー
係
数
を
含
む
）」を
、も
ち
ろ
ん

有
料
で
依
頼
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、答
え
は
明
白
な
の
で
断
念
し

ま
す
。

「
馬
鹿
な
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
！　

個
別
に
相
談
料
を
頂
く
案
件

だ
よ
。個
人
事
業
主
は
蓄
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
」と
。

　
こ
の
テ
ーマ
は
迷
宮
入
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

※
さ
ん
ざ
ん
三
浦
雅
生
弁
護
士
の「
営
業
妨
害
」を
し
た
の
で
、

「
営
業
協
力
」を
兼
ね
て
、弁
護
士
の
近
著『
標
準
旅
行
業
約
款

　

解
説
』（
発
行
：
自
由
国
民
社　

2
0
1
8
年
２
月
発
行
）を

紹
介
し
ま
す
。こ
の
解
説
本
は
2
0
0
7
年
の
初
版
か
ら
十
数
年

を
経
た
第
２
版
。著
者
の
前
書
き
に
あ
る
よ
う
に〈
約
款
は
業
者

と
消
費
者
と
を
結
ぶ
、重
要
な
契
約
文
書
で
あ
る
。（
略
）執
筆
に

当
たって
は
、客
観
的
に
各
規
定
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、旅
行
業
者
を
被
告
と
す
る
裁
判
例
も
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る

が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
努
め

た（
本
文
引
用
）〉と
い
う
編
集
内
容
。初
版
を
凌
駕
す
る
も
の
で
、

旅
行
に
お
け
る
損
害
賠
償
に
つい
て
も
詳
し
く
言
及
し
て
い
ま
す
。

（
曽
田
）
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本
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
旅
行
業
法
に
関
し
て
、
施
行

当
初
に
最
も
反
響
が
大
き
かっ
た
の
が
「
書
面
の
交
付
」
に
つ
い

て
で
し
た
。
新
た
に
追
加
さ
れ
た
旅
行
業
法
第
12
条
の
５
第
３
項

に
よ
り
「
旅
行
業
者
等
は
、
旅
行
業
務
に
関
し
取
引
を
す
る
者

と
旅
行
業
務
に
関
し
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
当
該
取
引
を

す
る
者
に
対
し
て
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
も
「
旅
行
者
」
へ
の
書
面
交
付
の
義
務

は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
「
旅
行
業
務
に
関
し
取
引
を
す

る
者
」、
つ
ま
り
バ
ス
会
社
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供

業
者
や
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
「
取
引
先
」
に
対
し
て
も

書
面
の
交
付
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

　

今
ま
で
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
って
い
た
取
引
先
への
情
報

通
知
が
、「
書
面
の
交
付
」
と
い
う
形
で
法
制
化
さ
れ
て
し
ま
い
、

な
ん
だ
か
堅
苦
し
く
て
面
倒
だ
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
本
当
に
こ
ん
な
こ
と
や
ら
な
き
ゃい
け
な
い
の
！
」
と
い
う
当
惑

の
お
声
も
耳
に
し
ま
し
た
の
で
、
旅
行
業
者
等
の
皆
様
に
安
心
し

て
業
務
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
た
び
、
法
令
・
通
達
の
内

容
を
整
理
し
て
『
取
引
先
への
書
面
の
交
付
に
関
す
る
指
針
』
を

策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

書
面
の
必
要
記
載
事
項
と
交
付
時
期

　

取
引
先
に
交
付
す
る
書
面
に
は
、①
取
引
先
の
名
称
及
び
住
所

（
旅
行
業
者
や
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
の
場
合
は
登
録
番
号

も
含
む
）、
②
自
社
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
登
録
番
号
、
③
旅

行
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
④
取
引
先
に
支
払
う
対
価
等
、
⑤
旅
行

業
務
を
取
り
扱
う
営
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
、
⑥
旅
行
業
務

取
扱
管
理
者（
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
務
取
扱
管
理
者
）の
氏
名
、

⑦
契
約
締
結
の
年
月
日
、
の
７
つの
事
項
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

書
面
を
交
付
す
る
時
期
は
、
旅
行
業
務
に
関
し
「
契
約
を
締

結
し
た
と
き
」と
なって
い
ま
す
。
例
え
ば
Ａ
ホ
テ
ル
に
対
し
て「
〇

月
〇
日
禁
煙
ツ
イ
ン
１
泊
」
を
申
し
込
ん
で
承
諾
を
得
た
ら
、
そ

の
時
点
で
「
契
約
を
締
結
し
た
」
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
手
配

が
済
ん
で
し
ま
っ
た
こ
の
期
に
及
ん
で
改
め
て
７
つ
の
必
要
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
交
付
す
る
の
も
不
合
理
で
す
。
そ
こ
で
指
針
で

は
、
実
務
的
に
は
申
込
み
の
内
容
に
従
っ
た
契
約
が
な
さ
れ
る
場

合
は
、
当
該
申
込
み
を
し
た
時
点
を
便
宜
上
「
契
約
を
締
結
し

た
と
き
」
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
申
込
み

が
完
了
す
る
と
き
ま
で
に
交
付
し
た
書
面
に
７
つ
の
事
項
が
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
わ
け
で
す
。

書
面
は
複
数
に
分
け
て
も
構
い
ま
せ
ん

　

次
に
「
書
面
」
で
す
が
、
こ
れ
は
紙
の
書
面
で
な
く
て
も
構
い

ま
せ
ん
。
電
子
メ
ー
ル
や
手
配
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
「
電
磁
的
方
法
」

で
通
知
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
し
て
必
要
記
載
事
項
に
つい

て
は
、
複
数
の
書
面
に
分
け
て
交
付
す
る
こ
と
や
、「
書
面
」
と

「
電
磁
的
方
法
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
例
え

ば
、
必
要
記
載
事
項
の
う
ち
、
①
②
⑤
⑥
な
ど
のい
わ
ば
当
事
者

に
関
す
る
基
本
情
報
に
つい
て
は
予
め
基
本
契
約
書
や
覚
書
を
交

わ
す
こ
と
に
よって
伝
え
て
お
き
、
残
る
③
④
⑦
な
ど
の
個
別
の

取
引
内
容
に
関
わ
る
事
項
に
つい
て
は
、
手
配
の
都
度
、
電
子
メ
ー

ル
で
交
付
す
れ
ば
、
こ
れ
で
７
つの
事
項
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
業
者
の
登
録
番
号
や
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
の
氏
名
な
ど
を
伝
え
る
習
慣
は
な
かった
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

基
本
契
約
書
等
で
一
度
交
付
し
て
お
け
ば
済
む
こ
と
で
す
。

急
な
手
配
の
場
合
に
は

　
「
今
す
ぐ
今
夜
の
宿
を
探
し
て
く
れ
」
と
お
客
様
に
依
頼
さ
れ

て
、
急
遽
、
電
話
で
宿
泊
の
申
込
み
を
し
た
場
合
を
考
え
ま
す
。

先
方
の
宿
か
ら
承
諾
の
旨
が
記
載
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル

が
返
って
き
た
ら
、
契
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

口
頭
で
の
申
込
み
な
の
で
、
こ
の
時
点
で
旅
行
業
者
か
ら
は
書
面

を
交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
いって
、
宿
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
書
面
を
、
ま
た
オ
ウ
ム
返
し
に
返
送
し
て
書
面
を
交
付
し
た
体

裁
を
作
る
の
で
は
、
あ
ま
り
に
芸
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
指
針

で
は
、
こ
の
場
合
は
当
該
F
A
X
や
電
子
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て

い
る
事
項
に
つい
て
は
「
旅
行
業
者
が
」
書
面
交
付
し
た
も
の
と

し
て
取
扱
う
こ
と
と
し
、
二
度
手
間
を
省
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

書
面
の
交
付
が
不
要
な
連
絡
に
つい
て

　

書
面
は
ど
ん
な
些
細
な
手
配
で
あ
って
も
交
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も
「
契
約
を
締
結
」
し
て
い
な
け
れ
ば
そ

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
美
術
館
や
駐
車
場
な
ど
が

入
場
者
数
に
応
じ
て
受
入
体
制
を
整
え
る
な
ど
の
理
由
で
事
前
に

入
場
予
定
数
の
連
絡
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
単

に
入
場
予
定
人
数
や
入
場
時
刻
の
連
絡
を
し
て
い
る
こ
と
に
す
ぎ

ず
、
個
別
の
手
配
契
約
の
申
込
み
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
書
面
の
交
付
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の『
指
針
』は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
速
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
一
読
を
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
）
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事務局
便り

8月の出入国者数（速報値）
出国日本人数は前年比7.7％増の203万3400人
日本政府観光局（JNTO）が9月19日に発表した速報値によると、
今年8月における出国日本人数は前年同月比7.7％増の203万3400
人を記録。今年1月から8月までの累計では、前年同期比4.9％増の
1237万4800人となっています。昨年9月から12月までの4カ月間の出
国日本人数が609万7801人であり、9月以降も増加基調を維持すれ
ば、1800万人台の半ばに達することから、年間の累計で2012年以
来6年ぶりに1800万人台を回復する可能性が高まってきました。
一方、今年8月における訪日外客数は前年同月比4.1％増の257万
7800人を記録したものの、前年比伸び率では、今年1月以来6カ月ぶ
りに1ケタ台にとどまった7月をさらに下回る結果となっています。

日本政府観光局（JNTO） 　　　　　　　　平成30年9月19日　（単位：人）

訪日外客数 出国日本人数
月 平成29年 平成30年 伸 率（％） 平成29年 平成30年 伸 率（％）
1

Jan. 2,295,668 2,501,409 9.0 1,295,059 1,423,727 9.9
2

Feb. 2,035,771 2,509,297 23.3 1,493,399 1,390,518 −6.9
3

Mar. 2,205,664 2,607,956 18.2 1,745,412 1,807,063 3.5
4

Apr. 2,578,970 2,900,718 12.5 1,234,921 1,356,679 9.9
5

May. 2,294,717 2,675,052 16.6 1,317,742 1,383,847 5.0
6

Jun. 2,346,442 2,704,631 15.3 1,336,169 1,421,649 6.4
7
Jul. 2,681,518 ＊2,832,000 ＊5.6 1,480,718 1,557,952 5.2
8

Aug. 2,477,428 ＊2,577,800 ＊4.1 1,888,071 ＊2,033,400 ＊7.7
1〜8

Jan.-Aug. 18,916,178 ＊21,308,900 ＊12.6 11,791,491 ＊12,374,800 ＊4.9
◆注１ :  出典：日本政府観光局（JNTO）」
◆注２ :  平成29年（2017年）は確定値、平成30年（2018年）1〜8月は暫定値、＊部分は推計値。
◆注３ :  訪日外客数及び＊印の出国日本人数は法務省資料を基にJNTOが算出し、それ以外の出国日本人数は法務省資料を転記した数値である。
◆注４ :  訪日外客とは、国籍に基づく法務省集計による外国人正規入国者から、日本を主たる居住国とする永住者等の外国人を除き、これに外国人

一時上陸客等を加えた入国外国人旅行者のことである。駐在員やその家族、留学生等の入国者・再入国者は訪日外客に含まれる。なお、
上記の訪日外客数には乗員上陸数は含まれない。

10月21日〜22日 国内旅行委員会（沖縄研修旅行） 関東支部
10月24日 国内旅行委員会 九州支部
10月24日 総務委員会 北海道支部
10月25日 八相会 中部支部
10月25日 海外旅行委員会 九州支部
10月26日 空港委員会 中部支部
10月26日〜27日 消費者相談委員会 関西支部
11月6日 訪日旅行委員会 九州支部
11月8日 国内（訪日）旅行・地域振興委員会 中部支部
11月13日 アウトバウンド促進協議会 本部
11月14日 海外旅行推進委員会 本部
11月15日 消費者相談委員会 関西支部
11月15日 国内旅行委員会 関東支部
11月19日 幹事会 北海道支部
11月20日 国内旅行推進委員会 本部
11月20日 研修委員会 中部支部
11月21日 幹事会 沖縄支部
11月25日〜27日 インバウンド委員会（韓国視察旅行） 関東支部
11月29日 法制委員会 本部
11月30日 弁済業務委員会 本部

●JATA業務予定表10月21日（日）～１１月30日（金）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等の活動
※「総合・国内旅程管理研修」、「旅行業務取扱管理者定期研修」、「JOTC（アウトバウンド促進協議会）プランナー
のためのセミナー」、「苦情対応セミナー（一般向け・初心者向け）」の詳細は、JATAホームページをご参照くだ
さい。なお、JATA正・協力会員限定セミナー、または申込受付を終了したものもありますので、ご了承ください。

10月20日 教職員のための海外教育旅行セミナー 本部
10月23日 JOTC「プランナーのためのセミナー」：タイ国 本部
10月24日 JOTC「プランナーのためのセミナー」：レイルヨーロッパ１ 本部
10月25日 JOTC「プランナーのためのセミナー」：レイルヨーロッパ 2 本部
10月27日 自然環境保全活動（藤前干潟クリーン大作戦） 中部支部
10月27日 ２Wayツ−リズム学生からのコンテスト最終審査会 九州支部
10月30日 クルーズ販売セミナー2018(松山) 本部
10月23日〜26日 平成30年総合・国内旅程管理研修 本部
10月24日〜11月29日 苦情対応セミナー(一般向け・初心者向け） 本部
10月26日〜27日 JATAの道プロジェクト 本部
10月28日〜30日 海外旅行研修（韓国 釜山・ソウル周遊） 中部支部
10月30日 広報危機管理セミナー　 本部
10月30日 ユニバーサルツーリズム推進セミナー（東京） 本部
11月2日〜4日 九州産業大学学園祭協賛事業 九州支部
11月6日 津木ゼミ旅行実務講座 本部
11月7日 JOTC「プランナーのためのセミナー」：香港 本部
11月8日 旅行業高齢者雇用推進セミナー（東京） 本部
11月8日〜28日 平成30年旅行業務取扱管理者定期研修 本部
11月9日 「助成金申請のコツ」セミナー 本部
11月14日 ユニバーサルツーリズム推進セミナー（福岡） 本部
11月16日 旅公協主催説明会 九州支部
11月16日 旅行業高齢者雇用推進セミナー（大阪） 本部
11月21日 JOTC「プランナーのためのセミナー」：トルコ 本部
11月21日 景品・表示等管理担当者向け公正競争規約説明会 中部支部
11月22日 教職員のための海外教育旅行セミナー 本部
11月24日 JATA海外旅行シンポジウム 沖縄支部
11月30日 旅行業高齢者雇用推進セミナー（名古屋） 本部
11月23日〜24日 沖縄旅フェスタ2018 沖縄支部



　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
９
月
20
日

か
ら
23
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、日

本
観
光
振
興
協
会
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
の「
三
位
一
体
」に
よ
り
開
催

さ
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）２
０
１
８
。20
日
は
主
催

者・参
加
者
が一堂
に
会
し
た
ウェル
カ

ム・レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
場
で
は
20
日
、21
日
の
業
界
日

に
商
談
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、新
し

い
旅
の
カ
タ
チ
を「
見
え
る
化
」す
る

テ
ー
マ
別
ブ
ー
ス
展
開
や
、各
国・地

域
が
伝
統
芸
能
や
民
族
舞
踊
を
披

露
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
内
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
２
０
１
９
日
本
香
港
観
光
年
」制

定
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
意
欲
的
な

展
開
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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祭りをテーマとしたブースは櫓も立てら
れました

日本酒蔵ツーリズムのブースには着物のスタッフも登場（左）／台湾
の少数民族が歌と踊りを披露（右）

香港政府観光局は国土交通
省観光庁、日本政府観光局と
ともに「2019年日本香港観
光年」制定のセレモニーを実
施。香港政府観光局のピー
ター・ラム会長（写真左）も駆
け付けました

ロシアの民族衣装で出番を待つ子どもたち シチリアのブースでは本格的な室内楽の演奏が

ウェルカム・レセプションではフィリピン
のベルナデット・ロムロ・プヤット観光大
臣が乾杯の発声（左）／展示商談会も活
発に行われました（上）

136カ国・地域と日本全国から1441企業・団体が集まったTEJ2018

旅は変える。人生を。世界を。

「
見
え
る
化
」図
っ
た
旅
の
カ
タ
チ
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
た
4
日
間

2019年は大阪で開催
　クロージングセレモニーではブースグランプリ
の発表がなされたのち、来年ＴＥＪは初めて東
京を飛び出し、大阪で開催されることから、最
後はステージと客席が一丸となって「大阪で会
いましょう！」とコール。過去最大の20万７352
人の来場者数を数えたＴＥＪ２０１８は華やかに
幕を閉じました。

フォトレポート

クロージングセレモニーにはゆるキャラたちも大集合

フランス観光開発機構では凱旋門の下でセミナーを開催



「
中
国
観
光
商
談
会
２
０
１
８
」

青
少
年
交
流
の
拡
大
へ

　

中
国
文
化
・
旅
遊
部
は
９
月
19

日
、東
京・高
輪
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で「
中
国
観
光

商
談
会
２
０
１
８
」を
開
催
し
ま

し
た
。今
回
の
商
談
会
は
、Ｔ
Ｅ
Ｊ

２
０
１
８
に
参
加
す
る
た
め
、中
国

文
化
・
旅
游
部
の
張
西
龍
巡
視
員

を
は
じ
め
と
す
る
旅
游
代
表
団
の

来
日
し
た
の
に
合
わ
せ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

　

旅
游
代
表
団
に
は
、吉
林
省
、山

東
省
、上
海
市
、湖
南
省
、江
蘇
省
、

黒
龍
江
省
、広
東
省
、天
津
市
、貴

州
省
、河
南
省
、内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
、浙
江
省
、四

川
省
、遼
寧
省
、

湖
北
省
の
13
省

２
市
か
ら
各
旅

游
局
が
参
加

し
、意
見
交
換

や
商
談
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

中
国
文
化・旅
游
部
で
局
長
ク
ラ

ス
の
巡
視
員
を
務
め
る
張
氏
は
観

光
商
談
会
で「
日
本
の
海
外
旅
行

市
場
の
現
状
把
握
と
日
本
の
旅
行

業
界
関
係
者
と
の
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
、積
極
的
な
意
見
交
換

を
行
って
い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
。

「
日
本
か
ら
の
訪
中
旅
行
も
回
復

傾
向
に
あ
り
、旅
行
者
数
も
堅
調

に
増
加
し
て
い
る
」と
語
り
、今
後

へ
の
期
待
を
表
明
し
て
い
ま
す
。ま

た
、中
国
政
府
が
青
少
年
の
交
流

や
留
学
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
に
も

言
及
し
、「
日
中
間
に
は
40
年
間
に

わ
た
っ
て
教
育
交
流
を
積
み
重
ね

て
き
た
歴
史
が
あ
り
、中
国
各
地

で
日
本
か
ら
の
教
育
旅
行
を
受
け

入
れ
る
体
制
も
充
実
し
て
き
て
い

る
」と
、教
育
旅
行
の
拡
充
を
通
じ

た
青
少
年
交
流
拡
大
へ
の
道
筋
を

示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
海
外
旅
行
推

進
部
の
権
田
昌
一部
長
も「
中
国
を

訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
も
こ
こ
２

年
ほ
ど
増
加
傾
向
に
あ
る
。大
手

旅
行
会
社
の
統
計
で
は
、今
年
１

月
か
ら
８
月
に
お
け
る
募
集
型
企

画
旅
行
で
の
取
り
扱
い
が
対
前
年

１
２
５
％
を
超
え
て
い
る
」と
語
り
、

今
回
の
商
談
会
や
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８

を
通
じ
て
、旅
行
業
界
と
し
て
訪
中

旅
行
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
を

表
明
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８

各
省
発
表
で
ブ
ー
ス
は
大
賑
わ
い

　
９
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
東
京・

有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
の
中
国

ブ
ー
ス
に
は
、中
国
文
化・旅
游
部
の

旅
游
代
表
団
に
参
加
し
た
13
省
な

ど
が
出
展
。４
日
間
に
わ
た
っ
て
展

示
商
談
会
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
い
、最
新
情
報
の
発
信
と
と

も
に
各
省
の
様
々
な
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
が
展

開
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略「
三

歩
五
眼
」で
テ
ー
マ
の一つ
で
あ
る『
三

国
志
』の
舞
台・湖
北
省
は
、赤
壁
の

古
戦
場
跡
や
劉
備
と
諸
葛
亮
が
出

会
う「
三
顧
の
礼
」の
舞
台
で
あ
る

古
隆
中
に
つい
て
説
明
。世
界
自
然

遺
産
を
４
つ
も
持
つ
貴
州
省
は
、秘

境
の
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
し
つ
つ
も
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ
て
訪

れ
や
す
い
場
所
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ス
テ
ー
ジ
で
は
、世
界
無

形
文
化
遺
産
で
あ
る
ト
ン
族
の
合

唱
や
ミ
ャ
オ
族
の
踊
り
、少
数
民
族

の
伝
統
楽
器
に
よ
る
演
奏
な
ど
も

披
露
さ
れ
、多
く
の
来
場
者
が
中
国

ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
って
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｊ
２
０
１
８
を
機
に
商
談
会

ブ
ー
ス
で
は
多
様
な
中
国
の
魅
力
を
紹
介

活発に意見交換などが行われた「中国観光商談会2018」

中国ブース内のステージで披露された少数民族の踊り

展示会場内で存在感を示した中国ブース

中国文化・旅游部の張西龍巡
視員

JATA海外旅行推進部の
権田昌一部長
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中
国
文
化
・
旅
游
部
は
９
月
20
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
）

２
０
１
８
」を
前
に
、都
内
で
商
談
会
を
開
催
。Ｔ
Ｅ
Ｊ
で
は
13
省
２
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

商談会＆TEJ2018 広 告

中国駐東京観光代表処

多くの来場者で賑わう中国ブースのイベント
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ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８

「
旅
の
力
」を
世
界
の
隅
々
に
ま
で

大臣会合
「世界で最も選ばれる都市へ」

展示商談会でBtoB機能も強化

テーマ別シンポジウム
内外から参加のツーリズム産業関係者らが論議

ツアーグランプリ2018
国土交通大臣賞にクラブツーリズム

2018
特  集
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